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町　税
49億5,220万円
町　税

49億5,220万円

分担金及び負担金
3,068万円
分担金及び負担金
3,068万円

国・県支出金
25億1,616万円
国・県支出金
25億1,616万円

地方交付税
17億4,232万円
地方交付税
17億4,232万円

町債
１億9,920万円
町債
１億9,920万円

使用料及び手数料
1億2,594万円
使用料及び手数料
1億2,594万円

その他（諸収入、
繰入金、繰越金など）
20億1,118万円

その他（諸収入、
繰入金、繰越金など）
20億1,118万円

民生費
39億3,228万円
民生費

39億3,228万円

土木費
15億5,496万円
土木費

15億5,496万円

教育費　11億1,413万円教育費　11億1,413万円

衛生費　11億9,042万円衛生費　11億9,042万円

総務費
23億5,446万円
総務費

23億5,446万円

公債費　7億4,626万円公債費　7億4,626万円

消防費　4億8,727万円消防費　4億8,727万円
その他　3億7,144万円その他　3億7,144万円

地方譲与税・各種交付金
9億6,422万円
地方譲与税・各種交付金
9億6,422万円

依
存
財
源

43.
2%

自主財源 56.8%

歳  入
125億4,190万円

117億5,122万円

歳  出

全会計を認定
９
月
定
例
会

　
９
月
定
例
会
は
８
月
30

日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
の

32
日
間
の
会
期
で
開
き
ま

し
た
。

　
本
会
議
初
日
は
、
台
風

10
号
の
影
響
に
よ
り
延
会

と
な
り
、
９
月
３
日
に
開

催
さ
れ
た
本
会
議
に
お
い

て
、
条
例
改
正
３
件
、
財

産
の
取
得
１
件
、
人
事
案

件
１
件
、
補
正
予
算
４
件

を
審
議
し
た
ほ
か
、
１
件

の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
12
日
目
に
は
追
加

の
補
正
予
算
１
件
が
提
出

さ
れ
、
可
決
し
ま
し
た
。

　
令
和
５
年
度
決
算
は
、

決
算
特
別
委
員
会
を
設
置

し
て
審
査
を
行
い
、
委
員

会
で
は
全
会
計
を
認
定
と

し
、
本
会
議
最
終
日
の
採

決
の
結
果
も
全
会
計
認
定

と
し
ま
し
た
。
最
終
日
に

は
、
工
事
請
負
契
約
の
締

結
１
件
、
意
見
書
案
１
件

が
議
員
か
ら
提
出
さ
れ
可

決
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
で
は
、
12
人

が
町
長
や
教
育
長
に
行
政

事
務
に
つ
い
て
た
だ
し
ま

し
た
。

※１万円未満は、四捨五入
※�入ったお金から使ったお金を差し
引いた額は次年度へ繰越し

令和５年度 各会計決算
会計別 歳　入 前年度比 歳　出 前年度比

一般会計 125億4,190万円 1.2%増 117億5,122万円 1.3%増
国民健康保険事業特別会計 32億5,472万円 6.0％減 32億2,375万円 5.8％減
後期高齢者医療特別会計 11億4,165万円 9.9%増 11億2,280万円 10.3％増
介護保険事業特別会計 32億2,008万円 0.5%減 31億3,967万円 2.0%増

下水道事業会計 収　入 前年度比 支　出 前年度比
収　益　的 9億1,795万円 2.1％減 8億7,297万円 0.1%減
資　本　的 9億9,138万円 29.2％減 13億 545万円 22.4%減

※出典：令和５年度大磯町歳入歳出決算説明書（Ⅱ）

一般会計決算の内訳
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報 告 第
３
号
町の財政状況は良好

　町は、健全化判断比率及び資金不足比率について監査委員の審査に付し、結果を議会に報告、公表しなければ
ならないとされています。監査委員の審査結果意見書では、いずれの指標においても早期健全化基準を下回り、
町財政は良好な状態であるとの結果が出されました。

算定されない場合は「―」

早期健全化基準とは？
基準以上になると一般会計財政が危機
的状況（イエローカード）とみなされ、
「財政健全化計画」を定めなければな
らない。
経営健全化基準とは？
「早期健全化基準」に相当する基準で、
公営企業会計で用いられる。
財政再生基準とは？
基準以上になると一般会計財政が破
綻状態（レッドカード）とみなされ、
「財政再生計画」を定めなければなら
ない。

①実質赤字比率
一般会計の赤字の大きさを示す比率で、赤字額が生じていないため、指標は算定
されません。

②連結実質赤字比率
全会計の赤字の大きさを示す比率で、赤字額が生じていないため、指標は算定さ
れません。

③実質公債費比率
その年の借金の返済額の大きさを示す比率で、基準を下回っています。

④将来負担比率
今後支払わなくてはならない負債の大きさを示す比率で、基準を下回っています。

⑤資金不足比率
公営企業（下水道事業）の事業規模に対する資金不足額の大きさを示す比率で、
資金不足額が生じていないため、指標は算定されません。

財政指標　令和５年度　健全化判断比率及び資金不足比率
①実質赤字比率 ②連結実質赤字比率 ③実質公債費比率 ④将来負担比率 ⑤資金不足比率

国
基
準

早期健全化基準 13.88% 18.88% 25％ 350％ ―
経営健全化基準 ― ― ― ― 20％
財政再生基準 20％ 30％ 35％ ― ―

大磯町
（前年度）

―
（―）

―
（―）

4.8%
（4.7％）

5.7%
（11.9％）

―
（―）

監
査
委
員
の
意
見

　
一
般
会
計
及
び
全
て

の
特
別
会
計
の
令
和
５

年
度
の
決
算
額
は
、
実

質
収
支
は
黒
字
、
単
年

度
収
支
は
赤
字
と
な
っ

た
。

　
一
般
会
計
の
歳
入
は
、

町
税
に
お
け
る
収
入
未

済
額
、
不
納
欠
損
額
と

も
に
減
少
し
た
。
今
後

も
課
税
年
度
中
に
確
実

な
徴
収
を
進
め
、
収
入

未
済
額
の
累
積
防
止
に

努
め
不
納
欠
損
額
の
減

少
に
つ
な
げ
て
い
た
だ

き
た
い
。
歳
出
で
は
、

各
種
事
業
が
実
施
さ
れ

た
が
、
一
部
、
繰
り
越

さ
れ
た
事
業
も
あ
り
、

引
き
続
き
完
成
に
向
け

努
力
さ
れ
た
い
。

　
財
政
分
析
指
標
に
つ

い
て
は
、
町
債
残
高
の

減
少
な
ど
に
よ
り
将
来

負
担
比
率
の
改
善
が
見

ら
れ
、
自
主
財
源
も
前

年
度
と
比
較
し
増
加
し

て
い
る
。
今
後
も
重
要

事
業
の
実
施
に
伴
い
義

務
的
経
費
の
増
加
が
見

込
ま
れ
る
た
め
財
政
運

営
に
あ
た
り
財
政
指
標

の
推
移
に
は
十
分
留
意

さ
れ
た
い
。

　
特
別
会
計
に
お
い
て

は
、
自
立
性
・
独
立
性

を
高
め
、
引
き
続
き
収

入
率
の
向
上
を
図
っ
た

う
え
で
、
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
と
効
率
的
な
事
業

運
営
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　
下
水
道
事
業
会
計
は

今
後
も
水
洗
化
率
の
向

上
等
に
よ
り
、
経
営
改

善
に
努
め
、
下
水
道
事

業
が
安
定
的
か
つ
継
続

的
に
提
供
さ
れ
る
こ
と

を
望
む
。

監
　
査
　
委
　
員
　
　
脇
　 

　
國
廣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
玉
虫 

志
保
実
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総
括
質
疑
　【
文
責
は
本
人
】

　

本
会
議
に
て
令
和
５
年
度
の
行
政
の
執
行
、
業
務
の
成
果
な
ど
に
つ
い
て
、
３
人
の

議
員
が
町
長
に
対
し
、
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

　
　
令
和
５
年
度
で
、
中
学

校
給
食
早
期
実
現
の
協
議
内

容
は
ど
う
だ
っ
た
か
。

　
　
　
令
和
５
年
11
月
に
、

大
磯
町
学
校
教
育
施
設
整
備

基
本
構
想
を
策
定
し
、
ま
ず

は
大
磯
中
学
校
建
替
事
業
の

中
で
中
学
校
給
食
の
実
現
に

向
け
て
も
具
体
化
す
る
考
え

だ
っ
た
が
、
12
月
の
議
会
で

補
正
予
算
が
否
決
と
な
っ
た
。

今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
、

小
・
中
学
校
の
児
童
会
や
生

徒
会
の
代
表
者
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や

地
域
の
方
と
意
見
交
換
を
す

る
中
で
、
中
学
校
給
食
や
学

校
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
を
把
握

す
る
と
と
も
に
、
学
校
運
営

協
議
会
な
ど
に
投
げ
か
け
た
。

問町
長

　
　
人
口
減
少
が
加
速
す
る

中
、
税
収
の
減
少
、
町
民

サ
ー
ビ
ス
へ
の
影
響
を
最
小

限
に
抑
え
る
た
め
長
期
的
な

戦
略
が
必
要
。
町
の
財
政
運

営
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。

　
　
　
税
収
が
増
え
て
も
町

の
財
源
と
な
る
地
方
交
付
税

が
減
る
た
め
、
税
外
収
入
の

ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
附
金
や

港
の
駐
車
場
の
収
益
を
さ
ら

に
伸
ば
し
、
財
源
を
確
保
す

る
。
明
治
記
念
大
磯
邸
園
の

維
持
管
理
に
係
る
経
費
は
毎

年
約
３
千
万
円
近
く
な
り
、

地
方
交
付
税
等
の
財
源
措
置

は
で
き
な
い
。
よ
っ
て
、
税

外
収
入
を
伸
ば
し
、
将
来
を

見
据
え
て
戦
略
的
に
政
策
推

進
を
図
っ
て
い
く
。

問町
長

　
　
大
磯
町
に
は
内
部
の
公

益
通
報
制
度
が
な
い
が
。

　
　
　
い
ろ
い
ろ
な
事
例
を

研
究
し
な
が
ら
制
度
は
作
っ

て
い
き
た
い
。

　
　
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
す

る
相
談
先
は
。

　
　
　
総
務
課
や
神
奈
川
県

公
平
委
員
会
が
あ
る
。

　
　
令
和
５
年
度
の
中
途
退

職
者
数
と
そ
の
理
由
は
。

　
　
　
中
途
退
職
し
た
正
規

職
員
数
は
９
人
。
民
間
企
業

に
再
就
職
や
体
調
悪
化
等
に

よ
る
。
当
該
年
度
の
職
員
ア

ン
ケ
ー
ト
で
は
、
業
務
量
の

多
さ
に
よ
る
長
時
間
労
働
、

人
間
関
係
の
悩
み
、
仕
事
に

行
き
詰
っ
た
時
に
相
談
で
き

る
人
が
い
な
い
等
の
理
由
。

問町
長

問町
長

問町
長

中
学
校
給
食
早
期
実
現
の
協
議
内
容
は

鈴
木　
京
子

持
続
可
能
な
財
政
運
営
は

お
か　
み
ゆ
き

内
部
の
公
益
通
報
制
度
は

石
川　
則
男
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令和５年度はこんな事業がありました

公園施設更新事業

8,883万円

こども医療費助成事業

1億1,589万円

学校給食運営事業

8,251万円

横溝千鶴子記念
障害福祉センター整備事業

1,749万円

※金額は、１万円未満を四捨五入

県1,114万円、町９万円、他7,760万円（基金）
財源内訳

　老朽化した公園施設（馬場公園となかよし公園）
の更新を行い、利用者にとってより安全安心で、
インクルーシブ遊具など特色のある公園環境の創
出を図った。

県2,794万円、町8,795万円
財源内訳

　高校卒業までの子どもの通院及び入院に係る医
療費の自己負担を助成する。自己負担分を助成す
ることで、適正な医療機関の受診を促し、病気の
早期発見と治療を促進することで児童の保健及び
福祉の向上を図った。

国7,534万円、町717万円
財源内訳

　児童の心身の健全な発達に資し、食生活の改善
に寄与する衛生的かつ安全な小学校給食運営を
図った。（給食費無償化及び食材費高騰支援など）

他1,749万円（基金）
財源内訳

　横溝千鶴子記念障害福祉センターについて、今
後の活用に向けた整備等を実施する。

県
1,114万円

町
９万円

他
7,760万円

県
2,794万円

町
8,795万円

国
7,534万円

町
717万円

他
1,749万円

馬場公園



第220号　2024/10
6おおいそ議会だより

議
案
審
議
・
陳
情

補
正
予
算

賛
否
結
果

一
般
質
問

議
会
報
告
会

決
算
審
査

　決算特別委員会を設置し、令和５年度決算５議案を５日間に渡り、
慎重かつ厳正に審査した結果、全会計を認定しました。

主 な 質 疑 内 容議案第第
5454
号号

議 案第第
5858
号号

〜 決算決算
審査審査

総　
　
務

総　
　
務

１
６
２
４
万
円

１
６
２
４
万
円

広
報
運
営
事
務
事
業

広
報
運
営
事
務
事
業

　
���　

広
報
掲
示
板
が
硬
く
て

画
鋲
が
入
ら
な
い
、
掲
示

板
自
体
が
古
び
て
い
る
な

ど
、
こ
の
よ
う
な
箇
所
数

は
把
握
し
て
い
る
か
。

　

�　
板
面
交
換
が
必
要
な
件

数
は
42
か
所
あ
る
。

　

��　
掲
示
板
の
修
繕
、
撤
去

は
ど
の
よ
う
に
決
め
て
い

る
か
。

　

��　
毎
年
平
均
し
て
５
か
所

ほ
ど
交
換
し
て
い
る
が
、

今
後
は
、
早
急
な
修
繕
に

努
め
て
い
き
た
い
。

問答問答

３
３
３
８
万
円

３
３
３
８
万
円

情
報
化
推
進
事
業

情
報
化
推
進
事
業

　

���　
Ａ
Ｉ
議
事
録
シ
ス
テ
ム

の
導
入
を
全
庁
で
開
始
し

た
と
あ
る
が
、
そ
の
内
容

は
。

　

�　
シ
ス
テ
ム
を
１
０
５
万

６
千
円
で
執
行
し
、
議
事

録
作
成
作
業
の
自
動
化
と

効
率
化
を
目
的
に
計
上
し

た
。
実
績
３
６
２
回
で
、

３
４
３
時
間
利
用
さ
れ
た
。

机
上
の
計
算
に
な
る
が
、

一
般
的
に
３
４
０
時
間
の

音
声
デ
ー
タ
を
処
理
す
る

に
は
、
１
７
０
０
時
間
程

度
か
か
る
と
言
わ
れ
て
い

る
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
に
よ

り
、
１
時
間
の
音
声
デ
ー

タ
を
15
分
か
ら
20
分
で
文

字
変
換
さ
れ
、
年
間
で
１

５
０
０
時
間
ほ
ど
の
削
減

に
つ
な
が
っ
た
。

問答

７
３
４
万
円

７
３
４
万
円

職
員
健
康
福
利
事
業

職
員
健
康
福
利
事
業

　

���　
職
員
の
ス
ト
レ
ス
チ
ェ

ッ
ク
に
関
し
て
、
高
ス
ト

レ
ス
の
診
断
だ
っ
た
人
数

は
。

　

�　
対
象
者
３
１
６
人
、
そ

の
う
ち
56
人
、
17.7
％
が
高

ス
ト
レ
ス
判
定
だ
っ
た
。

　

���　
17.7
％
は
少
し
高
い
。
そ

の
後
、
何
か
対
応
等
は
さ

れ
た
か
。

　

�　
通
知
す
る
と
と
も
に
、

希
望
に
よ
り
医
師
面
談
等

を
受
け
ら
れ
る
制
度
を
設

け
て
い
る
。

問答問答

地
域
協
働

地
域
協
働

１
７
３
７
万
円

１
７
３
７
万
円

地
域
会
館
等

地
域
会
館
等

��

維
持
管
理
事
業

維
持
管
理
事
業

　

���　
19
件
の
修
繕
費
の
内
容

は
。
ま
た
各
地
区
の
要
望

全
て
に
応
え
ら
れ
た
か
。

　

�　
エ
ア
コ
ン
設
置
１
台
、

避
難
場
所
整
備
工
事
１
件
、

畳
替
え
１
件
、
屋
根
の
修

繕
２
件
、
ト
イ
レ
の
洋
式

化
修
繕
２
件
、
照
明
の
Ｌ

Ｅ
Ｄ
化
修
繕
１
件
、
老
朽

化
に
伴
う
修
繕
計
11
件
で

あ
る
。
で
き
る
だ
け
叶
う

よ
う
に
対
応
し
た
が
、
突

発
的
な
修
繕
な
ど
、
次
年

度
に
送
っ
た
も
の
も
あ
る
。

６
９
８
万
円

６
９
８
万
円

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

（
自
治
会
）推
進
事
業

（
自
治
会
）推
進
事
業

　

���　
地
区
の
活
動
交
付
金
は

十
分
足
り
た
か
。

問答問

　

�　
予
算
２
４
０
万
円
の
実

績
報
告
に
よ
る
と
、
全
体

で
３
０
０
万
円
ほ
ど
の
支

出
で
約
８
割
は
カ
バ
ー
で

き
て
い
る
。

　

���　
区
長
へ
の
依
頼
事
項
が

多
い
が
、
こ
の
対
価
で
良

い
の
か
。
交
付
金
を
謝
金

に
す
べ
き
で
、
そ
の
よ
う

な
議
論
は
さ
れ
た
か
。

　

�　
謝
金
は
条
例
化
が
必
要

と
な
り
、
区
長
に
仕
事
を

依
頼
す
る
こ
と
に
な
る
た

め
、
現
在
は
区
長
の
活
動

経
費
の
一
部
と
し
て
交
付

金
と
し
て
い
る
。

　

���　
区
長
の
町
会
議
、
関
係

会
議
の
年
間
出
席
回
数
は
。

　

�　
回
数
は
把
握
し
て
い
な

い
。
各
種
委
員
会
の
委
嘱

数
は
40
件
、
依
頼
事
項
は

年
間
で
30
件
ほ
ど
あ
る
。

答問答問答
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子
育
て

子
育
て

５
億
９
８
３
８
万
円

５
億
９
８
３
８
万
円

子
ど
も
・
子
育
て
支
援

子
ど
も
・
子
育
て
支
援

��

新
制
度
運
営
事
業

新
制
度
運
営
事
業

　

���　
保
育
士
就
労
支
援
交
付

金
77
万
円
の
内
容
は
。

　

�　
保
育
士
な
ど
に
新
た
に

常
勤
保
育
士
と
し
て
就
労

し
、
継
続
し
た
こ
と
に
対

し
て
最
大
12
万
円
を
交
付
。

保
育
士
を
確
保
し
、
安
定

し
た
保
育
体
制
の
確
保
を

図
る
も
の
で
、
３
園
７
名

に
交
付
し
た
。

　

���　
認
可
外
保
育
施
設
利
用

支
援
事
業
補
助
金
30
万
円

の
内
訳
は
。

　

�　
町
内
の
認
可
外
保
育
施

設
「
私
塾
ま
き
ば
」
が
３

名
で
10
万
円
、
町
外
の
認

可
外
保
育
施
設
「
平
塚
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス

ク
ー
ル
」
が
１
名
で
20
万

円
、
合
計
30
万
円
と
な
る
。

問答問答

８
１
１
万
円

８
１
１
万
円

母
子
保
健
事
業

母
子
保
健
事
業

　

���　
産
後
ケ
ア
件
数
の
大
幅

増
の
要
因
は
。

　
�　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
型
が
大

幅
に
増
加
し
た
こ
と
に
よ

る
。
令
和
５
年
度
は
１
２

４
件
31
名
の
利
用
で
あ
っ

た
。
町
内
の
身
近
な
場
所

で
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ

る
こ
と
が
要
因
で
あ
る
。

問答

福　
　
祉

福　
　
祉

３
３
２
１
万
円

３
３
２
１
万
円

が
ん
検
診
推
進
事
業

が
ん
検
診
推
進
事
業

　

���　
全
体
の
受
診
率
の
推
移

は
。

　

�　
令
和
５
年
度
は
18.4
％
、

令
和
４
年
度
は
17.4
％
で
あ

る
。

３
４
４
６
万
円

３
４
４
６
万
円

地
域
生
活
支
援
等
事
業

地
域
生
活
支
援
等
事
業

　

���　
障
が
い
を
持
た
れ
た
方

は
町
内
に
何
人
い
る
か
。

　

�　
身
体
障
害
者
手
帳
を
お

持
ち
の
方
が
８
８
６
人
、

療
育
手
帳
を
お
持
ち
の
方

が
３
１
６
人
、
精
神
障
害

者
保
健
福
祉
手
帳
を
お
持

ち
の
方
が
３
１
３
人
で
あ

る
。

問答問答

６
億
５
０

６
億
５
０
33
１
万
円

１
万
円

自
立
支
援
給
付
事
業

自
立
支
援
給
付
事
業

　

���　
自
立
支
援
の
内
容
は
。

　

�　
成
人
サ
ー
ビ
ス
は
、
就

労
継
続
支
援
Ａ
型
の
事
業

で
、
最
低
賃
金
が
保
証
さ

れ
た
中
で
の
支
援
と
、
就

労
継
続
支
援
Ｂ
型
の
事
業

で
、
い
わ
ゆ
る
作
業
所
及

び
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
が
あ

る
。
児
童
の
サ
ー
ビ
ス
は
、

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

及
び
児
童
発
達
支
援
な
ど

で
あ
る
。

問答

観　
　
光

観　
　
光

１
０
５
３
万
円

１
０
５
３
万
円

み
な
と
オ
ア
シ
ス

み
な
と
オ
ア
シ
ス

��

推
進
事
業

推
進
事
業

　

���　
み
な
と
エ
リ
ア
の
に
ぎ

わ
い
創
出
に
つ
い
て
、
打

ち
上
げ
花
火
の
実
施
回
数

と
エ
リ
ア
へ
の
来
場
者
数
、

当
該
時
間
帯
の
駐
車
場
利

用
台
数
、
当
該
時
間
帯
の

駐
車
料
収
入
の
総
額
は
。

　

�　
花
火
は
３
回
実
施
、
１

回
目
約
千
人
、
２
回
目
約

１
３
０
０
人
、
３
回
目
は

大
磯
市
の
夜
市
と
合
わ
せ

た
大
磯
港
の
来
場
者
数
は

約
７
千
人
。
駐
車
台
数
は

１
回
目
、
２
回
目
２
０
０

台
前
後
、
３
回
目
３
０
０

台
、
夜
市
も
含
め
る
と
約

１
５
０
０
台
。
駐
車
場
の

料
金
収
入
は
１
０
０
万
円

か
ら
２
０
０
万
円
前
後
で

あ
る
。

問答

都
市
計
画

都
市
計
画

2020
万
円
万
円

ま
ち
づ
く
り

ま
ち
づ
く
り

��

推
進
事
業

推
進
事
業

　

���　
令
和
５
年
度
の
空
き
家

バ
ン
ク
の
登
録
状
況
は
。

　

�　
住
宅
貸
出
の
登
録
７
件
、

活
用
し
た
い
方
の
登
録
６

件
、
成
立
３
件
、
賃
貸
２

件
、
合
計
18
件
で
あ
る
。

　

���　
空
き
家
の
状
況
調
査
は
。

　

�　
所
有
者
ア
ン
ケ
ー
ト
や

滅
失
状
況
に
よ
り
、
年
度

末
で
３
９
５
件
の
空
き
家

を
認
識
し
て
い
る
。

問答問答
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土　
　
木

土　
　
木

６
４
７
万
円

６
４
７
万
円

旧
東
海
道
松
並
木

旧
東
海
道
松
並
木

（
大
磯
高
麗
１
号
線
）

（
大
磯
高
麗
１
号
線
）

��

維
持
管
理
事
業

維
持
管
理
事
業

　

���　
施
工
業
者
の
選
定
方
法

と
石
積
み
の
施
工
日
数
は
。

　

�　
３
社
を
選
定
し
、
見
積

り
合
わ
せ
に
よ
り
決
定
。

施
工
日
数
は
お
お
よ
そ
１

週
間
で
あ
っ
た
。

３
３
４
２
万
円

３
３
４
２
万
円

道
路
維
持
運
営

道
路
維
持
運
営

��

事
務
事
業

事
務
事
業

　

���　
町
民
か
ら
街
路
樹
が
伸

び
て
視
界
が
悪
い
、
と
い

う
話
を
聞
く
が
、
そ
の
対

応
は
。

　

�　
街
路
樹
管
理
業
務
委
託

を
発
注
し
、
交
通
に
支
障

が
あ
る
箇
所
は
毎
年
剪
定

を
行
い
、
支
障
に
な
ら
な

い
箇
所
は
隔
年
で
行
っ
て

い
る
。
ま
た
、
要
望
を
受

け
た
際
は
委
託
業
者
と
協

問答問答

議
し
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
前

倒
し
す
る
な
ど
対
応
し
て

い
る
。

ご　
　
み

ご　
　
み

１
億
９
９
１
７
万
円

１
億
９
９
１
７
万
円

ご
み
収
集
運
搬
事
業

ご
み
収
集
運
搬
事
業

　

���　
可
燃
ご
み
収
集
運
搬
委

託
料
及
び
資
源
ご
み
等
収

集
運
搬
委
託
料
の
決
算
額

は
前
年
度
と
比
べ
ど
の
程

度
増
額
し
て
い
る
か
。

　

�　
可
燃
ご
み
の
収
集
運
搬

委
託
料
は
、
４
年
度
に
比

べ
３
％
、
資
源
ご
み
の
収

集
運
搬
委
託
料
も
３
％
増

額
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
関
係

で
消
耗
品
費
、
燃
料
費
、

人
件
費
な
ど
が
増
額
し
て

い
る
た
め
。

　

���　
物
流
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足

等
、
安
定
的
な
収
集
運
搬

事
業
の
継
続
の
観
点
で
、

委
託
料
の
増
額
が
必
要
と

考
え
る
が
。

問答問

　

�　
人
手
不
足
、
燃
料
費
の

高
騰
な
ど
に
よ
り
厳
し
い

状
況
と
の
話
は
聞
い
て
い

る
。
収
集
業
者
と
話
し
な

が
ら
来
年
度
に
向
け
て
検

討
し
て
い
く
。

１
６
９
万
円

１
６
９
万
円

ご
み
の
分
別
及
び

ご
み
の
分
別
及
び

��

減
量
化
推
進
事
業

減
量
化
推
進
事
業

　

���　
回
収
さ
れ
た
容
器
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
は
、
ど
の
く
ら

い
の
割
合
で
選
別
さ
れ
た

の
か
。

　
�　
リ
サ
イ
ク
ル
率
は
73
％
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
79
％
で

あ
っ
た
。

　

���　
ご
み
の
分
別
及
び
減
量

化
で
、
ご
み
の
排
出
量
原

単
位
は
、
目
標
値
に
対
し

て
達
成
で
き
た
か
。

　

�　
１
日
１
人
当
た
り
の
ご

み
の
排
出
量
は
８
６
２
ｇ
。

目
標
値
は
８
８
２
ｇ
な
の

で
達
成
で
き
た
。

　

���　
資
源
化
率
は
増
え
て
い

る
か
。

　

�　
資
源
化
率
は
27.7
％
。
前

年
は
28.1
％
で
0.4
％
下
が
っ

た
。

答問答問答問答

消　
　
防

消　
　
防

５
１
７
万
円

５
１
７
万
円

消
防
庁
舎

消
防
庁
舎

��

維
持
管
理
事
業

維
持
管
理
事
業

　

���　
令
和
５
年
度
に
耐
震
診

断
を
行
っ
た
が
結
果
は
。

　

�　
Is
値
、
構
造
耐
震
指
標

0.9
以
上
が
目
標
だ
が
、
１

階
か
ら
３
階
で
数
値
が
確

保
で
き
て
い
な
い
。
耐
震

補
強
し
て
も
、
Is
値
0.9
以

上
を
確
保
で
き
な
い
結
果

と
な
っ
た
。
特
に
南
北
方

向
２
階
は
０
．
３
８
１
、

３
階
は
０
．
３
３
７
で

あ
っ
た
。

１
２
５
９
万
円

１
２
５
９
万
円

消
防
団
運
営
事
業

消
防
団
運
営
事
業

　

���　
町
か
ら
毎
年
「
寄
付
を

受
け
て
は
い
け
な
い
」
と

通
知
し
て
い
る
が
、
そ
れ

を
無
視
し
て
い
る
と
こ
ろ

が
あ
る
が
。

問答問

　

�　
消
防
団
の
直
接
的
な
活　
　

動
、
出
動
に
対
し
て
は
町

か
ら
活
動
費
及
び
報
酬
等

を
払
っ
て
い
る
の
で
、
そ

れ
ら
に
係
る
寄
付
な
ど
は

受
け
な
い
よ
う
に
、
と
い

う
意
味
で
通
知
し
た
。

教　
　
育

教　
　
育

１
７
７
万
円

１
７
７
万
円

生
涯
学
習
推
進
事
業

生
涯
学
習
推
進
事
業

　

���　
大
磯
文
化
芸
術
祭
に
つ

い
て
、
実
行
委
員
会
を
組

織
し
、
そ
の
募
集
は
ど
の

よ
う
に
し
た
の
か
。

　

�　
年
度
途
中
に
町
民
有
志

で
の
実
現
が
見
込
ま
れ
た

た
め
声
を
か
け
た
。

８
２
５
１
万
円

８
２
５
１
万
円

学
校
給
食
運
営
事
業

学
校
給
食
運
営
事
業

　

���　
食
材
費
の
高
騰
を
受
け

今
後
は
補
助
金
額
を
上
げ

る
こ
と
も
想
定
し
て
い
る

か
。

答問答問

　

�　
食
材
の
高
騰
が
常
態
化

し
て
い
る
現
状
が
あ
り
、

給
食
費
を
改
定
し
、
無
償

化
補
助
金
と
し
て
公
費
負

担
を
図
っ
て
い
く
こ
と
を

検
討
し
て
い
る
。

５
８
８
４
万
円

５
８
８
４
万
円

大
磯
町
立
小
中
学
校

大
磯
町
立
小
中
学
校

空
調
設
備
借
上
事
業

空
調
設
備
借
上
事
業

　

���　
町
立
小
中
学
校
に
お
い

て
空
調
が
未
設
置
の
教
室

等
の
状
況
は
。

　

�　
図
書
室
、
理
科
室
、
図

工
室
な
ど
の
特
別
教
室
は

４
校
全
体
で
22
か
所
、
小

会
議
室
、
コ
ピ
ー
室
、
体

育
館
な
ど
の
そ
の
他
教
室

は
34
か
所
が
未
設
置
で
あ

る
。

　

���　
災
害
対
応
の
た
め
に
も

体
育
館
な
ど
は
早
急
に
整

備
す
る
必
要
が
あ
る
と
思

う
が
。

　

�　
令
和
７
年
度
に
向
け
て
、

総
合
計
画
に
挙
げ
、
検
討

を
行
っ
て
い
る
。

答問答問答
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議
案
審
議
・
陳
情

補
正
予
算

賛
否
結
果

一
般
質
問

議
会
報
告
会

決
算
審
査

【
鈴
木
京
子
委
員
】

【
鈴
木
京
子
委
員
】

　
新
庁
舎
、
認
定
こ
ど
も
園

の
足
踏
み
、
遅
延
は
残
念
に

思
う
。
参
与
、
文
化
芸
術
祭
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
、

地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

事
業
に
つ
い
て
、
町
民
に
説

明
が
で
き
て
十
分
な
理
解
を

得
て
施
行
さ
れ
た
事
業
と
は

思
え
な
い
。

【
鈴
木
京
子
議
員
】

【
鈴
木
京
子
議
員
】

　
町
長
は
人
口
減
少
に
歯
止

め
を
か
け
る
と
語
ら
れ
た

が
、
実
際
に
は
人
口
は
減
っ

て
い
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
関
連
で
は
、
学
校

と
地
域
を
つ
な
ぐ
地
域
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
委
嘱
し
た

【
庄
子
幸
太
委
員
】

【
庄
子
幸
太
委
員
】

　
歳
入
面
に
お
い
て
は
、
基

金
の
債
権
運
用
に
よ
り
積
極

的
な
財
務
体
制
へ
の
意
欲
も

見
え
た
。
歳
出
面
に
お
い
て

は
、「
人
口
減
少
対
策
元
年
」

と
位
置
付
け
る
政
策
関
連
の

新
規
事
業
に
も
取
り
組
ん
だ
。

職
員
の
日
頃
の
職
務
に
敬
意

を
表
し
た
い
。

【
鈴
木
た
ま
よ
委
員
】

【
鈴
木
た
ま
よ
委
員
】

　
５
０
０
件
以
上
の
道
路
等

の
修
繕
の
要
望
に
93
％
以
上

の
修
繕
を
完
了
し
た
こ
と
は

特
に
評
価
す
る
。
改
善
す
べ

き
点
は
、
事
業
が
多
す
ぎ
る

こ
と
、
消
防
庁
舎
の
建
て
替

え
と
、
区
長
へ
の
交
付
金
な

ど
課
題
は
山
積
し
て
い
る
。

【
橋
本
秀
彦
委
員
】

【
橋
本
秀
彦
委
員
】

　
歳
入
で
は
町
税
の
収
入
未

済
額
、
不
納
欠
損
額
が
減
少

し
て
お
り
、
健
全
化
判
断
比

率
も
健
全
を
維
持
し
て
い
る
。

歳
出
に
お
い
て
は
障
が
い
者

支
援
を
含
め
た
福
祉
・
子
育

て
等
の
手
厚
い
事
業
が
豊
富

で
、
様
々
な
取
組
み
を
評
価

す
る
。

【
石
川
則
男
委
員
】

【
石
川
則
男
委
員
】

　
監
査
委
員
事
務
局
の
仕
事

を
評
価
す
る
。
税
務
課
の
徴

収
事
業
は
粘
り
強
く
、
滞
納

者
の
状
況
を
把
握
の
上
、
徴

収
努
力
は
素
晴
ら
し
い
。
横

溝
千
鶴
子
障
害
福
祉
セ
ン

タ
ー
運
営
に
つ
い
て
、
横
溝

千
鶴
子
氏
の
遺
志
を
ぜ
ひ
尊

重
し
て
ほ
し
い
。

決
算
特
別
委
員
会

委
員
長�

清
田　
文
雄

副
委
員
長�

鈴
木　
京
子

委

員�

橋
本　
秀
彦

�

鈴
木
た
ま
よ

�

亀
倉　
弘
美

�

竹
内
恵
美
子

�

石
川　
則
男

�

庄
子　
幸
太

�

※
委
員
会
で
の
討
論
の
た
め
、「
委
員
」
と
記
載
し
て
い
ま
す
。

決
算
特
別
委
員
会
で
の
討
論

本
会
議
で
の
討
論

一
般
会
計

３
特
別
会
計

反
対

一
般
会
計

３
特
別
会
計

反
対

下
水
道
事
業

�

会
計

賛
成

下
水
道
事
業

�

会
計

賛
成

一
般
会
計
・
３
特
別
会
計
・
下
水
道
事
業
会
計

賛
成

【
竹
内
恵
美
子
委
員
】

【
竹
内
恵
美
子
委
員
】

　
歳
入
の
根
幹
と
な
る
町
税

の
収
入
未
済
額
や
不
納
欠
損

額
は
減
少
し
、
徴
収
改
善
が

さ
れ
て
い
る
。
道
路
維
持
管

理
事
業
に
つ
い
て
は
、
90
％

以
上
の
達
成
率
を
評
価
す
る
。

中
学
校
給
食
の
議
論
を
深
め
、

消
防
庁
舎
の
建
替
え
は
着
実

に
事
業
を
進
め
て
ほ
し
い
。

【
亀
倉
弘
美
委
員
】

【
亀
倉
弘
美
委
員
】

　
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
の

拡
充
、
給
食
の
完
全
無
償
化
、

公
園
遊
具
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
と

い
っ
た
保
護
者
や
子
ど
も
の

満
足
度
向
上
、
保
育
士
就
労

支
援
等
、
子
育
て
支
援
の
取

組
み
を
評
価
す
る
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ

等
、
広
報
が
手
薄
い
た
め
今

後
の
テ
コ
入
れ
に
期
待
す
る
。

が
、
地
域
の
受
け
皿
が
し
っ

か
り
つ
く
ら
れ
て
い
な
い
状

況
の
中
で
、
混
乱
を
招
い
た

と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
も
、
市
町

村
の
業
務
を
む
し
ば
ん
で
い

く
と
考
え
る
。

決算特別委員会のようす
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決
算
審
査

補
正
予
算

賛
否
結
果

一
般
質
問

議
会
報
告
会

議
案
審
議
・
陳
情

大
磯
町
附
属
機
関
の
設
置
に
関
す
る

　

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

�

全
会
一
致
で
可
決

議 案第第
4545
号号

大
磯
町
町
税
条
例
の
一
部
を

　

改
正
す
る
条
例

�

全
会
一
致
で
可
決

議 案第第
4646
号号

大
磯
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の

�

一
部
を
改
正
す
る
条
例

�
賛
成
多
数
で
可
決

議 案第第
4747
号号

質��

疑

質��

疑

質��

疑

討��

論

　

�　
新
た
に
規
定
さ
れ
た
バ

イ
オ
マ
ス
発
電
設
備
及
び

今
回
廃
止
さ
れ
た
認
可
外

の
事
業
所
内
保
育
施
設
に

つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
町
内

に
ど
れ
く
ら
い
の
件
数
が

あ
る
の
か
。

　

�　
現
在
、
両
方
と
も
に
町

内
に
存
在
し
て
い
な
い
。

問答

　

�　
国
民
健
康
保
険
の
資
格

証
明
書
は
い
つ
送
ら
れ
て

く
る
の
か
。

　

�　
法
律
改
正
に
よ
り
、
令

和
６
年
12
月
２
日
以
降
は

保
険
証
が
発
行
さ
れ
ず
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

連
携
し
て
い
な
い
方
に
は

資
格
確
認
書
が
発
行
さ
れ

る
。
12
月
１
日
で
紙
の
保

険
証
は
終
了
し
、
資
格
確

認
書
は
12
月
２
日
以
降
に

送
付
。

問答

　

�　
今
回
、
委
員
会
を
設
け

る
の
は
、
計
画
さ
れ
て
い

た
の
か
、
そ
れ
と
も
不
足

し
て
い
る
た
め
な
の
か
。

　

�　
当
初
は
町
職
員
に
よ
る

委
員
会
を
想
定
し
て
い
た

が
、
外
部
有
識
者
を
入
れ

て
判
断
す
る
こ
と
が
有
効

で
あ
り
、
外
部
有
識
者
を

含
む
附
属
機
関
を
設
置
し

て
事
業
者
選
定
を
進
め
る

こ
と
に
し
た
。

問答
　
新
庁
舎
整
備
に
お
け
る
設

計
施
工
一
括
発
注
方
式
に
係

る
事
業
者
を
決
定
す
る
に
当

た
り
、
事
業
者
の
選
定
基
準

に
つ
い
て
審
議
し
、
ま
た
、

事
業
者
を
公
平
か
つ
適
正
に

選
定
す
る
た
め
の
委
員
会
を

地
方
自
治
法
第
１
３
８
条
の

４
第
３
項
に
規
定
す
る
附
属

機
関
と
し
て
位
置
づ
け
る
た

め
、
本
町
条
例
の
一
部
改
正

を
行
う
も
の
で
す
。

　
地
方
税
法
が
令
和
６
年
３

月
30
日
付
で
一
部
改
正
さ
れ

た
こ
と
に
伴
い
、
固
定
資
産

税
の
わ
が
ま
ち
特
例
に
関
す

る
規
定
の
整
備
と
引
用
条
項

の
整
理
を
行
う
た
め
で
す
。

改
正
条
例
は
公
布
日
か
ら
施

行
す
る
。
た
だ
し
、
一
部
の

規
定
の
施
行
日
は
、
地
方
税

法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
附
則
第
１
条
第
11
号
に
定

め
る
日
と
な
る
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
等
の
一
部
改
正
法
が
令
和
５
年
６
月
９
日

に
公
布
さ
れ
た
こ
と
に
伴
っ
て
国
民
健
康
保
険
法
が
一
部
改
正

さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
所
要
の
整
備
を
行
う
も
の
で
す
。

　
施
行
日
は
令
和
６
年
12
月
２
日
。

　

�　
外
部
委
員
人
数
や
報
酬

額
条
例
改
正
案
だ
け
で
は

わ
か
り
づ
ら
い
。
見
や
す

く
検
討
し
た
の
か
。

　
�　

外
部
有
識
者
へ
の
報
酬

額
は
別
途
の
条
例
の
規
定

に
基
づ
く
も
の
で
、
学
識

経
験
者
と
し
て
８
４
０
０

円
が
支
給
さ
れ
る
。
今
回

の
改
正
で
は
説
明
資
料
に

報
酬
額
を
記
載
し
て
い
る
。

　

�　
外
部
委
員
の
お
二
人
は

建
築
関
係
、
防
災
関
係
と

あ
る
が
、
具
体
的
に
は
ど

う
い
う
方
な
の
か
。

　

�　
大
学
の
建
築
関
係
の
教

授
、
都
市
防
災
等
の
教
授

の
方
を
予
定
し
て
い
る
。

　

�　
Ｄ
Ｘ
視
点
の
専
門
家
と

い
う
の
は
、
こ
の
委
員
の

中
で
は
ど
う
い
っ
た
方
が

担
わ
れ
る
の
か
。

　

�　
Ｄ
Ｘ
の
視
点
に
つ
い
て

は
、
各
部
長
級
職
員
の
経

験
値
や
課
題
解
決
の
視
点

か
ら
、
最
適
な
事
業
者
の

提
案
を
審
議
す
る
。

問答問答問答

【
鈴
木
京
子
議
員
】

【
鈴
木
京
子
議
員
】

　
保
険
証
と
い
う
名
前
が
な

く
な
り
資
格
確
認
書
と
い
う

も
の
に
変
更
さ
れ
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持
た
な
い

人
に
も
確
認
書
が
届
き
、
保

険
の
適
用
を
受
け
ら
れ
な
い

と
い
う
人
が
い
な
く
な
る
こ

と
は
確
認
で
き
た
。
し
か
し
、

そ
の
手
続
き
に
よ
っ
て
町
の

負
担
が
増
え
る
可
能
性
が
あ

る
た
め
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ

に
も
問
題
が
あ
る
と
い
う
こ

と
を
指
摘
す
る
。

賛�

成

【
石
川
則
男
議
員
】

【
石
川
則
男
議
員
】

　
デ
ジ
タ
ル
化
は
今
後
の
社

会
に
必
要
で
あ
り
、
日
本
人

の
性
善
説
的
な
国
民
性
に
よ

り
、
十
分
な
チ
ェ
ッ
ク
が
行

わ
れ
な
い
懸
念
が
あ
る
。
急

な
変
化
は
難
し
い
た
め
、
少

し
ず
つ
進
め
、
問
題
が
起
き

た
際
に
は
適
切
に
対
処
す
る

必
要
が
あ
る
。
懸
念
点
を
補

完
す
る
方
法
に
舵
を
切
る
べ

き
と
考
え
、
賛
成
す
る
。

反�

対

バ
イ
オ
マ
ス
と
は

　
植
物
な
ど
か
ら
生
ま
れ

た
資
源
の
総
称
で
あ
り
、

再
生
可
能
な
生
物
由
来
の

有
機
性
資
源
で
化
石
資
源

を
除
い
た
も
の

年 月 日

年 月 日

年 月 日

国民健康保険

被 保 険 者 証

有効期限

記号 番号 （枝番）

性別生年月日

世帯主

住所

交付年月日

保険者番号

適 用 開 始
年　月　日

氏
名

０　０　０　０　０　０

0000000

氏名

住所

個人番号

カード

年 月 日

年 月 日

年 月 日まで有効

電子証明書

の有効期限

生
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補
正
予
算

賛
否
結
果

一
般
質
問

議
会
報
告
会

決
算
審
査

議
案
審
議
・
陳
情

工
事
請
負
契
約
の
締
結

　

三
沢
川
樋
門
整
備
工
事

�

賛
成
多
数
で
可
決

議 案第第
6060
号号

財
産
の
取
得

�

衛
星
無
線
機
・
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
Ｉ
Ｐ
無
線
機
を
購
入

�

全
会
一
致
で
可
決

議 案第第
4848
号号

質��

疑

質��

疑

　

�　
低
入
札
調
査
価
格
と
は

何
か
。

　
�　

地
方
自
治
法
の
規
定
に

よ
り
、
最
も
低
い
金
額
で

応
札
し
た
者
が
落
札
者
と

な
る
が
、
低
価
格
で
応
札

さ
れ
た
場
合
に
は
、
契
約

の
履
行
が
不
確
実
と
な
ら

な
い
よ
う
落
札
者
を
調
査

す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い

う
ル
ー
ル
で
あ
る
。

問答

　

�　
機
器
更
新
が
、
町
民
へ

の
情
報
伝
達
の
改
善
に
ど

の
程
度
役
立
つ
の
か
。

問 落
札
者

　
松
和
電
子
シ
ス
テ
ム

　
株
式
会
社

落
札
額　

　
１
１
７
１
万
円
（
税
込
）

落
札
比
率　
97
．
74
％

落
札
者

　
株
式
会
社
稲
元
興
業

　
大
磯
営
業
所

落
札
額　

　
４
億
１
１
４
０
万
円

�

（
税
込
）

落
札
比
率　
89
．
57
％

　
三
沢
川
樋
門
整
備
工
事
に
つ
い
て
、
地
方
自
治
法
第
96
条
第

１
項
第
５
号
及
び
議
会
の
議
決
に
付
す
べ
き
契
約
及
び
財
産
の

取
得
又
は
処
分
に
関
す
る
条
例
第
２
条
の
規
定
に
よ
る
も
の
。

　
移
動
系
防
災
行
政
無
線
は
、

昭
和
61
年
か
ら
使
用
さ
れ
て

い
て
老
朽
化
の
た
め
、
総
務

省
か
ら
は
近
い
将
来
、
現
行

の
電
波
規
格
が
使
用
で
き
な

く
な
る
と
示
唆
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
、
機
器
の

高
性
能
化
を
図
り
、
職
員
間

の
情
報
伝
達
体
制
の
継
続
性

確
保
と
強
化
を
目
的
と
し
て
、

早
急
な
機
器
の
更
新
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

�　
外
部
委
員
人
数
や
報
酬

額
条
例
改
正
案
だ
け
で
は

わ
か
り
づ
ら
い
。
見
や
す

く
検
討
し
た
の
か
。

　

�　
外
部
有
識
者
へ
の
報
酬

額
は
別
途
の
条
例
の
規
定

に
基
づ
く
も
の
で
、
学
識

経
験
者
と
し
て
８
４
０
０

円
が
支
給
さ
れ
る
。
今
回

の
改
正
で
は
説
明
資
料
に

報
酬
額
を
記
載
し
て
い
る
。

　

�　
外
部
委
員
の
お
二
人
は

建
築
関
係
、
防
災
関
係
と

あ
る
が
、
具
体
的
に
は
ど

う
い
う
方
な
の
か
。

　

�　
大
学
の
建
築
関
係
の
教

授
、
都
市
防
災
等
の
教
授

の
方
を
予
定
し
て
い
る
。

　

�　
Ｄ
Ｘ
視
点
の
専
門
家
と

い
う
の
は
、
こ
の
委
員
の

中
で
は
ど
う
い
っ
た
方
が

担
わ
れ
る
の
か
。

　

�　
Ｄ
Ｘ
の
視
点
に
つ
い
て

は
、
各
部
長
級
職
員
の
経

験
値
や
課
題
解
決
の
視
点

か
ら
、
最
適
な
事
業
者
の

提
案
を
審
議
す
る
。

問答問答問答

　

�　
原
則
と
し
て
、
こ
の
無

線
機
は
職
員
間
で
の
使
用

を
目
的
と
し
て
お
り
、
町

民
の
方
と
の
直
接
の
通
信

に
は
利
用
で
き
な
い
。

　

�　
現
在
老
朽
化
し
て
い
る

機
器
の
台
数
と
、
使
用
開

始
か
ら
何
年
経
過
し
て
い

る
の
か
。

　
�　
一
番
古
い
機
器
は
昭
和

61
年
か
ら
使
用
し
て
お

り
、
約
40
年
経
過
し
て
い

る
。
台
数
は
、
車
載
型
３

台
、
携
帯
型
４
台
、
固
定

電
話
式
が
６
台
。

　

�　
Ｓ
Ｉ
Ｍ
の
使
用
や
ド
コ

モ
、
エ
ー
ユ
ー
な
ど
の
通

信
キ
ャ
リ
ア
と
の
契
約
に

つ
い
て
、
運
用
予
算
は
ど

れ
く
ら
い
か
。

　

�　
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
は
、

電
波
の
使
用
料
や
機
器
の

保
守
パ
ッ
ク
を
含
め
、
年

間
で
約
１
３
０
万
円
の
費

用
の
見
込
み
。

答問答問答

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

青あ
お

山や
ま

功い
さ
お　

氏

�

（
56
歳
・
大
磯
町
東
町
）

�

全
会
一
致
で
可
決

人
事
案
件

議 案第第
4949
号号

を
課
題
と
し
て
慎
重
に
検

討
を
し
て
い
く
。

　

�　
三
沢
川
の
内
水
対
策
は
。

　

�　
来
年
度
以
降
、
内
水
浸

水
想
定
区
域
図
を
作
成
し

想
定
最
大
の
降
雨
時
の
浸

水
を
図
化
、
町
民
の
皆
さ

ま
に
お
知
ら
せ
し
て
い
く

こ
と
を
検
討
。

　

�　
排
水
ポ
ン
プ
が
あ
っ
て

も
い
い
の
で
は
。

　

�　
ポ
ン
プ
の
設
置
に
は
数

十
億
か
か
る
。
強
制
的
に

金
目
川
に
排
水
す
る
と
、

金
目
川
自
体
の
堤
防
が
決

壊
す
る
等
の
判
断
が
さ
れ

る
た
め
、
ポ
ン
プ
の
運
用

は
な
い
。

問答問答

　

�　
水
門
（
フ
ラ
ッ
プ
ゲ
ー

ト
）
を
造
る
経
緯
と
効
果

は
。

　

�　
フ
ラ
ッ
プ
ゲ
ー
ト
に
よ

り
金
目
川
か
ら
の
逆
流
を

防
ぐ
こ
と
で
三
沢
川
の
溢

水
が
防
止
さ
れ
、
浸
水
被

害
を
抑
制
す
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
る
。

　

�　
ゲ
ー
ト
が
閉
ま
る
こ
と

で
三
沢
川
が
溢
れ
る
よ
う

な
こ
と
は
な
い
の
か
。

　

�　
１
時
間
当
た
り
55
㎜
超

の
降
雨
の
場
合
、
三
沢
川

が
溢
水
す
る
可
能
性
が
あ

る
。

　

�　
三
沢
橋
周
辺
で
道
路
冠

水
が
発
生
し
て
い
た
が
、

今
回
の
工
事
に
よ
っ
て
解

消
か
。

　
�　

解
消
す
る
こ
と
は
難
し

い
。
今
後
の
気
候
変
動
等

問答問答問答

完成予想図

三沢川

金目川

新設樋門
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〜 補正予算
　一般会計補正予算は、歳入歳出予算に３億5,051万円を追加し、予算総額は122億８,920万円となりました。
また、国民健康保険事業特別会計は同じく3,20８万円を、後期高齢者医療特別会計は同じく3,４４1万円を、介護
保険事業特別会計は同じく８,960万円を追加する補正予算が可決されました。

令和６年度一般会計補正予算の主な内容
歳　　入

前年度繰越金 5億7,736万円

民生費国庫負担金（児童手当負担金等） 1億 875万円

雑入（新型コロナ定期接種ワクチン確
保事業助成金） 4,996万円

介護保険事業特別会計繰入金 1,539万円

新庁舎整備事業債 △3億8,590万円

歳　　出

財政管理運営事務事業
（財政調整基金積立金） 3億9,887万円

本庁舎等維持管理事業
（本庁舎建設基金積立金、本庁舎等修
繕料）

1億 185万円

児童手当等支給事業 9,140万円

高齢者予防接種事業（高齢者新型コロ
ナワクチン接種委託料） 8,981万円

新庁舎整備事業 △4億3,661万円
� 金額は、１万円未満を四捨五入

令和６年度各会計補正予算
会計別 歳入歳出予算

一般会計 122億8,920万円
（3億5,051万円を追加）

国民健康保険事業
特別会計

32億6,708万円
（3,208万円を追加）

後期高齢者医療
特別会計

12億5,441万円
（3,441万円を追加）

介護保険事業
特別会計

31億7,960万円
（8,960万円を追加）

　
自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入
に
対
す
る
補
助
で
す
。　
　

　
参
与
１
名
の
新
規
任
用
に
伴
う
参
与
報
酬
で
す
。

　

�　
今
回
補
正
で
計
上
す
る

に
至
っ
た
経
緯
は
。

　

�　
警
察
と
も
連
携
し
普
及

啓
発
に
努
め
て
き
た
が
普

及
が
進
ん
で
い
な
い
。
交

通
事
故
の
う
ち
自
転
車
事

故
の
割
合
が
高
く
、
自
転

車
事
故
が
増
加
傾
向
に
あ

る
こ
と
な
ど
か
ら
今
回
の

提
案
に
至
っ
た
。

問答
　

�　
当
初
予
算
で
計
上
す
べ

き
で
は
。

　

�　
条
例
上
３
名
ま
で
任
用

可
能
。
も
と
も
と
１
名
任

命
し
て
お
り
、
当
初
予
算

で
は
２
名
分
計
上
。
年
度

が
始
ま
り
適
任
者
が
２
名

見
つ
か
っ
た
の
で
追
加
で

お
願
い
し
た
。

問答

　

�　
補
助
対
象
は
。

　

�　
新
品
、
Ｓ
Ｇ
マ
ー
ク
付

き
の
も
の
。
中
古
品
や
転

売
品
は
対
象
外
。
10
月
１

日
購
入
分
か
ら
補
助
を
開

始
す
る
。

　

�　

２
千
円
を
上
限
に
し
て

２
０
０
個
を
予
定
。
今
後

３
年
間
継
続
し
て
い
き
た

い
。

問答
　

�　
一
日
３
万
円
の
報
酬
だ

が
成
果
を
求
め
て
出
す
べ

き
で
は
。

　

�　
町
の
事
業
に
プ
ラ
ス
に

な
る
よ
う
な
発
想
や
ヒ
ン

ト
、
町
の
考
え
に
助
言
を

い
た
だ
い
た
り
す
る
も
の
。

直
接
成
果
を
生
む
も
の
で

は
な
い
。

問答

増増

交
通
安
全
対
策
事
務
事
業

�

40
万
円

増増

一
般
管
理
運
営
事
務
事
業

�

30
万
円

　
　

ヘルメット
ちゃんと
かぶろうね

12月支給分から制度が変わります！
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新
型
コ
ロ
ナ
定
期
接
種
ワ
ク
チ
ン
確
保
事
業
助
成
金
で
す
。

　
事
業
費
及
び
期
間
の
見
直
し
に
よ
る
変
更
で
す
。

　
児
童
手
当
制
度
の
改
正
に
伴
う
手
当
と
諸
経
費
で
す
。

　
避
難
所
物
品
の
購
入
費
で
す
。

　
マ
イ
ナ
保
険
証
手
続
の
会
計
年
度
任
用
職
員
報
酬
で
す
。

　

�　
こ
の
助
成
金
は
ど
こ
か

ら
入
っ
て
く
る
の
か
。

　

�　
国
や
県
か
ら
入
る
の
が

一
般
的
だ
が
、
今
回
は
国

の
基
金
管
理
団
体
と
し
て

「
新
薬
・
未
承
認
薬
等
研

究
開
発
支
援
セ
ン
タ
ー
」

で
資
金
管
理
し
て
い
る
も

の
か
ら
、
市
町
村
に
助
成

が
さ
れ
る
と
い
う
流
れ
。

問答

　

�　
変
更
後
の
計
画
は
。

　

�　
新
庁
舎
は
令
和
10
年
５
月
に
完
成
予
定
。
そ
の
後
、
現
庁

舎
か
ら
新
庁
舎
に
移
転
し
、
移
転
後
に
現
庁
舎
と
保
健
セ
ン

タ
ー
を
解
体
、
そ
の
場
を
駐
車
場
と
し
て
整
備
。
移
転
に
４

か
月
、
解
体
に
８
か
月
、
駐
車
場
と
外
構
整
備
に
８
か
月
と

見
て
、
令
和
12
年
１
月
に
全
事
業
の
完
了
を
目
指
す
。

　

�　
地
方
債
の
交
付
税
措
置
率
は
。

　

�　
緊
急
防
災
･
減
災
事
業
債
は
70
％
、
防
災
対
策
事
業
債
は

50
％
。
返
済
時
に
需
要
額
に
算
入
さ
れ
交
付
税
に
措
置
さ
れ

る
。

　

�　
今
後
の
町
負
担
は
当
初
の
3.1
億
円
か
ら
16.5
億
円
に
増
え
る

の
に
本
庁
舎
建
設
基
金
へ
１
億
円
だ
け
の
積
立
て
で
よ
い
の

か
。

　

�　
基
金
の
残
高
は
14
億
円
強
。
今
回
１
億
円
積
増
し
、
総
額

15
億
円
を
投
入
す
る
。
こ
の
15
億
円
が
現
役
世
代
、
16.5
億
円

が
将
来
世
代
の
負
担
と
し
て
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ
た
。

問答問答問答

　

�　
制
度
改
正
の
内
容
は
。

　

�　
所
得
制
限
の
撤
廃
、
支

給
対
象
年
齢
の
高
校
生
の

年
代
ま
で
延
長
、
第
３
子

以
降
の
支
給
額
の
拡
充

（
1.5
万
円
か
ら
３
万
円
に
）、

支
給
回
数
の
変
更
。

　

�　
支
払
月
は
。

　

�　
前
２
か
月
分
を
偶
数
月

に
支
払
い
、
年
６
回
。

問答問答

　

�　
物
品
の
内
容
は
。

　

�　
母
子
の
防
災
に
重
点
を

置
い
た
。
体
拭
き
シ
ー
ト
、

手
袋
状
に
な
っ
て
い
て
頭

皮
を
洗
う
こ
と
が
で
き
る

グ
ロ
ー
ブ
シ
ャ
ン
プ
ー
、

マ
ウ
ス
ウ
ォ
ッ
シ
ュ
、
歯

ブ
ラ
シ
。
女
性
の
衛
生
備

品
と
し
て
生
理
用
ナ
プ
キ

問答

　

�　
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
事
業
の

年
度
費
用
は
も
と
も
と
わ

か
っ
て
い
た
の
で
は
。

　

�　
従
来
の
保
険
証
の
12
月

２
日
の
廃
止
に
伴
っ
て
、

マ
イ
ナ
保
険
証
移
行
へ
の

手
続
き
が
困
難
な
方
へ
申

込
み
支
援
を
行
う
特
設
窓

口
を
開
設
す
る
た
め
。
10

問答

　

�　
執
行
残
が
出
た
場
合
は

ど
う
す
る
の
か
。

　

�　
53
％
の
接
種
率
を
見
込

み
、
１
接
種
当
た
り
８
３

０
０
円
の
助
成
、
自
己
負

担
２
８
０
０
円
。
そ
れ
を

足
し
て
も
町
の
負
担
が
出

る
。
過
不
足
が
あ
れ
ば
実

績
報
告
で
の
対
応
を
し
て

い
く
。

問答
ン
と
ウ
ォ
シ
ュ
レ
ッ
ト
。

乳
幼
児
の
た
め
の
使
い
捨

て
の
哺
乳
瓶
、
紙
お
む
つ

（
Ｓ
～
Ｌ
）。
毛
布
。
す
で

に
あ
る
も
の
に
は
上
乗
せ

と
し
、
５
か
所
の
避
難
所

に
割
り
振
る
。

月
１
日
か
ら
年
度
末
ま
で

の
半
年
間
開
設
す
る
予
定
。

増増

　
　

�

雑
入�

４
９
９
６
万
円

歳 入

変更変更

　
　

�

新
庁
舎
整
備
事
業

　
　

�

令
和
６
～
11
年
度

�

総
額
43
億
６
３
１
８
万
円

継続費

増増

児
童
手
当
等
支
給
事
業

�

９
１
４
０
万
円

増増

防
災
設
備
維
持
管
理
事
業

�

４
７
８
万
円

増増

情
報
化
推
進
事
業�

88
万
円

大きな金額の動く
一大事業です。
継続費の詳細は、
この「説明書」の
32ページを参照！
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　台風10号の大雨による被害に伴うもので、追加の提案という異例の措置ではありますが、早急に災害復旧の
必要があることから、補正予算が提出され、可決されました。

議 案第第
5959
号号 追加補正予算

令和６年度一般会計補正予算の主な内容
歳　　入

財政調整基金繰入金 8,920万円

歳　　出

災害復旧事業 6,920万円

予備費 2,000万円

令和６年度一般会計予算の総額

歳 入 歳 出 予 算

123億7,840万円（8,920万円を追加）

増増

災
害
復
旧
事
業

�

６
９
２
０
万
円

質��

疑

　

�　
災
害
復
旧
費
の
積
算
根

拠
は
な
に
か
。

　

�　
過
去
の
事
例
を
参
考
に

概
算
で
計
上
し
て
い
る
。

　

�　
執
行
に
あ
た
り
入
札
な

の
か
、随
意
契
約
な
の
か
。

　

�　
事
態
が
事
態
な
の
で
全

て
緊
急
随
意
契
約
で
あ
る
。

　

�　
災
害
協
定
を
結
ん
で
い

る
建
設
協
会
以
外
は
工
事

を
頼
ま
な
い
と
い
う
理
解

か
。

　

�　
道
路
や
河
川
の
関
係
は

建
設
協
会
で
対
応
。
雨
漏

れ
や
土
砂
崩
れ
で
対
応
で

き
な
い
部
分
は
町
内
事
業

者
に
も
一
部
お
願
い
し
て

い
る
。

　

�　
執
行
さ
れ
た
後
の
予
備

費
対
応
は
議
会
に
説
明
さ

れ
る
の
か
。

　

�　
予
備
費
の
使
途
は
決
算

で
報
告
を
行
う
。

問答問答問答問答

　

�　
国
や
県
な
ど
か
ら
の
補

助
金
を
受
け
ら
れ
る
の
か
。

　

�　
災
害
救
助
法
に
適
用
さ

れ
る
部
分
の
ほ
か
、
特
別

交
付
税
の
措
置
が
あ
る
か

も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
ふ

る
さ
と
納
税
の
ひ
と
つ
で

災
害
時
支
援
の
検
討
を
進

め
て
い
る
。

　

�　
激
甚
化
指
定
に
適
用
す

る
調
査
の
動
き
は
あ
る
か
。

　

�　
激
甚
化
調
査
は
進
め
て

い
な
い
。

　

�　
二
宮
町
と
平
塚
市
は
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を

開
設
し
た
が
、
町
と
し
て

の
動
き
は
あ
る
か
。

　
�　

町
で
開
設
す
る
動
き
は

進
め
て
い
な
い
。

問答問答問答

意見書案　全会一致で可決されました。

緊急防災・減災事業債の期限延長を求める意見書
� 竹内 恵美子議員ほか12名から提出

　「緊急防災・減災事業債」は、東日本大震災を教訓として、防災・減災対策のための地方単独事業を全国レベ

ルで早急に進めることができるよう創設された。令和７年度までの期限となっている本事業債の見直しについて、

次のとおり強く要望する。

１．�「緊急防災・減災事業債」の期限を延長するとともに、安定的な制度運用を図るため、恒久的な制度とする

こと。

全文はこちら

意見書案第
２
号

第
２
号



第220号　2024/10
15 おおいそ議会だより

決
算
審
査

議
案
審
議
・
陳
情

補
正
予
算

一
般
質
問

議
会
報
告
会

賛
否
結
果

これまでの会議録が閲覧できますマチイロ

議
案
番
号

� 議員名（議席順）

議　　案

二
宮
加
寿
子

橋
本
秀
彦

鈴
木
た
ま
よ

亀
倉
弘
美

玉
虫
志
保
実

竹
内
恵
美
子

鈴
木
京
子

石
川
則
男

清
田
文
雄

髙
橋
英
俊

毛
利
泰
輔

お
か
み
ゆ
き

庄
子
幸
太

吉
川
重
雄

結
　
　
　
果

掲
載
ペ
ー
ジ

45
大磯町附属機関の設置に関する条例の一部を
改正する条例

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可�決

10
46 大磯町町税条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可�決

47 大磯町国民健康保険条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可�決

48 財産の取得について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可�決
11

49 固定資産評価審査委員会委員の選任について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可�決

50 令和６年度大磯町一般会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可�決

12

51
令和６年度大磯町国民健康保険事業特別会計
補正予算（第1号）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ― 可�決

52
令和６年度大磯町後期高齢者医療特別会計補
正予算（第1号）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ― 可�決

53
令和６年度大磯町介護保険事業特別会計補正
予算（第1号）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ― 可�決

54
令和５年度大磯町一般会計歳入歳出決算の認
定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 認�定

2、3

55
令和５年度大磯町国民健康保険事業特別会計
歳入歳出決算の認定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 認�定

56
令和５年度大磯町後期高齢者医療特別会計歳
入歳出決算の認定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 認�定

57
令和５年度大磯町介護保険事業特別会計歳入
歳出決算の認定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 認�定

58
令和５年度大磯町下水道事業会計決算の認定
について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 認�定

59 令和６年度大磯町一般会計補正予算（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可�決 14

60 工事請負契約の締結について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可�決 11

意見書案
第 ２ 号

緊急防災・減災事業債の期限延長を求める意
見書

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可�決 14

○は賛成　　●は反対　　―は議長が賛否に加わっていない

議案に対する各議員の賛否結果一覧表
議案はこちら

いつでもどこでも

「議会だよりおおいそ」

をご覧いただけます！

アプリをダウンロード！▶

これまで行われた委員会、協議会、本会

議の会議録は、役場１階情報コーナー、

町立図書館のほか、大磯町議会ホーム

ページ内でもご覧いただけます



第220号　2024/10
16おおいそ議会だより

決
算
審
査

議
案
審
議
・
陳
情

補
正
予
算

賛
否
結
果

議
会
報
告
会

一
般
質
問

　
　
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
の

普
及
促
進
に
お
い
て
重
要
と

さ
れ
る
課
題
は
何
と
想
定
す

る
の
か
。

　
　
ま
ず
は
情
報
の
提
供
、

そ
し
て
相
談
に
対
応
し
町
の

規
模
で
で
き
る
と
こ
ろ
と
な

る
。

　
　
町
民
の
健
康
増
進
に
お

い
て
フ
ィ
ー
ル
ド
と
指
導
者

の
バ
ラ
ン
ス
が
必
要
。
近
隣

市
町
と
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の

相
互
利
用
が
進
め
ら
れ
る
中
、

町
民
に
向
け
た
具
体
的
な
情

報
発
信
は
。

　
　
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
相
互

利
用
は
、
平
塚
市
、
二
宮
町
、

中
井
町
、
秦
野
市
な
ど
と
の

連
携
が
あ
り
、
町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
情
報
発
信
を
行
っ

問答問答

て
い
る
。

　
　
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
バ
ン

ク
の
目
標
が
６
年
間
で
わ
ず

か
１
名
の
増
員
設
定
で
は
、

今
後
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
普

及
や
指
導
者
不
足
の
解
消
に

は
不
十
分
で
は
な
い
か
。
目

標
の
再
設
定
な
ど
を
す
る
必

要
性
は
。

　
　
指
導
者
を
増
や
し
て
い

き
た
い
と
い
う
大
き
な
目
標

は
持
っ
て
い
る
が
、
現
実
的

な
目
標
と
し
て
、
継
続
し
て

募
集
を
し
て
い
く
こ
と
で

し
っ
か
り
と
サ
ポ
ー
ト
体
制

は
整
え
て
い
き
た
い
。

問答

町民の健康増進
　　　　指導者不足解消は

サポート体制を整える

健康増進に向けハツラツと運動を楽しむ

おか みゆき

町政のここが聞きたい
一 般 質 問

９月９日・10日に12人の議員から21問ありました。

質問と答弁の内容を要約してお知らせします。
詳細は会議録・ホームページ・DVD（図書館貸出）をご利用ください。

【文責は本人】

新庁舎整備の影響は？

いじめの取組みは？
町民の健康増進は？

こども家庭センターは？

駅の発車メロディは？

地域コーディネーターの活動は？

場当たり的な町政運営では？中学校給食の取組みは？

永遠の戦後の構築は？ＣＳ×地域学校協働活動は？

重大事態の対処は？

行政の防災・事業継続計画は？



第220号　2024/10
17 おおいそ議会だより

決
算
審
査

議
案
審
議
・
陳
情

補
正
予
算

賛
否
結
果

議
会
報
告
会

一
般
質
問

　
　
新
庁
舎
の
完
成
は
。

　
　
　
令
和
８
年
３
月
で
あ�

っ
た
が
、
令
和
10
年
５
月
の

完
成
を
目
指
し
て
い
る
。

　
　
大
災
害
で
現
庁
舎
の
機

能
不
全
が
想
定
さ
れ
る
が
、

対
策
本
部
・
情
報
シ
ス
テ
ム

の
保
全
は
図
ら
れ
て
い
る
か
。

　
　
　
業
務
継
続
計
画
を
平

成
31
年
２
月
に
策
定
し
、
災

害
対
策
本
部
は
消
防
署
、
執

務
場
所
は
国
府
支
所
と
し
、

情
報
シ
ス
テ
ム
は
非
常
用
電

源
・
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
確
保
。

　
　
な
ぜ
庁
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
接
続

の
無
い
ノ
ジ
マ
大
磯
ス
ク
エ

ア
を
利
用
し
訓
練
を
し
た
か
。

　
　
公
共
施
設
が
利
用
出
来

な
い
場
合
を
想
定
し
訓
練
。

問町
長

問町
長

問答

　
　
現
第
１
サ
ー
バ
が
シ
ス

テ
ム
ダ
ウ
ン
し
た
場
合
は
、

全
庁
内
の
業
務
が
全
て
ス
ト 

ッ
プ
す
る
が
。

　
　
今
後
、
基
幹
系
業
務
・

通
常
業
務
含
め
、
復
旧
で
き

る
よ
う
、
総
合
的
に
判
断
し

検
討
を
進
め
る
。

　
　
平
時
の
故
障
・
災
害
時

の
機
能
不
全
に
対
し
、
二
重

化
・
冗
長
化
が
必
須
で
は
。

　
　
　
　
重
要
な
課
題
で
、

新
庁
舎
完
成
ま
で
の
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
作
り
、
人
的
配
置

を
含
め
総
合
的
に
対
応
す
る
。

　
　
先
日
の
災
害
で
対
策
本

部
で
の
食
料
・
水
の
確
保
は
。

　
　
現
状
、
職
員
用
備
蓄
が

無
い
の
で
緊
急
に
対
策
す
る
。

問答問副
町
長

問答

　
　
Ｊ
Ｒ
東
海
道
線
の
駅
の

発
車
メ
ロ
デ
ィ
を
ご
当
地
ソ

ン
グ
へ
変
更
す
る
こ
と
に
つ

い
て
、
過
去
に
一
般
質
問
が

な
さ
れ
、
町
の
考
え
な
ど
が

示
さ
れ
た
が
実
現
に
は
至
ら

な
か
っ
た
。
近
年
、
湘
南
地

域
で
は
大
磯
駅
と
鴨
宮
駅
以

外
の
６
つ
の
駅
は
ご
当
地
ソ

ン
グ
に
変
更
し
て
い
る
状
況

に
あ
る
。
改
め
て
町
と
し
て

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く

考
え
が
あ
る
か
伺
う
。

　
　
　
町
民
の
声
を
き
っ
か

け
と
す
る
機
運
の
高
ま
り
が

重
要
と
感
じ
て
い
る
の
で
、

町
の
観
光
協
会
や
商
工
会
と

も
相
談
し
な
が
ら
、
令
和
７

年
度
は
、
大
磯
海
水
浴
場
１

４
０
周
年
の
節
目
を
迎
え
る

問町
長

こ
と
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
タ

イ
ミ
ン
グ
を
捉
え
て
導
入
に

向
け
て
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
る
。

　
　
発
車
メ
ロ
デ
ィ
を
変
更

す
る
に
あ
た
っ
て
の
条
件
は

あ
る
か
。

　
　
Ｊ
Ｒ
に
確
認
し
た
と
こ

ろ
、
現
在
は
明
確
な
条
件
と

い
う
も
の
は
な
い
が
、
や
は

り
町
民
の
皆
さ
ま
の
機
運
の

高
ま
り
と
い
っ
た
点
は
、
判

断
の
基
準
に
な
る
と
聞
い
て

い
る
。

　
　
行
政
か
ら
も
働
き
か
け

を
お
願
い
し
た
い
。

　
　
実
現
に
向
け
て
動
き
出

す
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、

で
き
る
限
り
町
と
し
て
も
協

力
を
し
て
い
き
た
い
。

問答問答

行政の防災・事業継続計画は

駅のご当地
　　発車メロディの変更は

庁舎・情報系事業継続

導入へ向け協力を検討

毛利 泰輔

橋本 秀彦

大磯町情報システムのイメージ

庁舎内サーバ（情報システム）は、
本庁舎・支所・消防署・図書館・
学校等のＰＣがＬＡＮ接続されて
おり、全ての業務がなされている。



第220号　2024/10
18おおいそ議会だより

決
算
審
査

議
案
審
議
・
陳
情

補
正
予
算

賛
否
結
果

議
会
報
告
会

一
般
質
問

　
　
中
学
校
給
食
及
び
大
磯

中
学
校
の
建
替
え
に
つ
い
て

の
状
況
は
。

　
　
　
　
小
中
学
校
の
児
童

会
や
生
徒
会
の
代
表
者
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
や
地
域
の
方
々
と
意
見

交
換
を
す
る
中
で
中
学
校
給

食
や
学
校
施
設
に
対
す
る

ニ
ー
ズ
を
把
握
し
て
い
る
。

　
大
規
模
な
改
築
や
改
修
と

は
別
に
、
学
校
運
営
上
進
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
空
調
整

備
や
ト
イ
レ
改
修
な
ど
設
備

面
で
の
対
策
の
検
討
を
進
め

て
い
る
。

　
　
学
校
運
営
協
議
会
で
は

ど
の
よ
う
な
議
論
が
さ
れ
て

き
た
の
か
。
自
校
方
式
で
は

な
い
学
校
給
食
の
在
り
方
も

含
め
議
論
さ
れ
て
い
る
の
か
。

問教
育
長

問

　
　
校
舎
も
含
め
て
と
い
う

話
の
中
で
い
ろ
い
ろ
な
議
論

を
重
ね
て
き
た
と
考
え
る
。

　
　
ど
ん
な
方
向
性
と
決
意

で
給
食
に
取
り
組
む
の
か
。

　
　
　
　
全
て
の
プ
ラ
ン
を

も
う
一
度
洗
い
直
し
て
、
大

磯
町
の
学
校
給
食
の
在
り
方

を
論
議
す
べ
き
で
あ
る
、
と

私
は
考
え
て
い
る
。

　
　
給
食
が
導
入
さ
れ
る
と

昼
休
み
の
時
間
が
短
く
な
る

と
い
う
声
が
あ
る
。
導
入
の

際
に
は
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
見

直
し
て
い
た
だ
き
た
い
が
。

　
　
給
食
を
導
入
す
る
前
か

ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

〇 

小
学
校
に
お
け
る
課
題
に

つ
い
て

答問教
育
長

問答

　
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク 

ー
ル
や
地
域
学
校
協
働
本
部

が
で
き
る
ま
で
の
そ
れ
ぞ
れ

の
課
題
は
。

　
　
子
ど
も
の
登
下
校
時
の

見
守
り
体
制
の
再
構
築
が
必

要
。
ま
た
、
人
的
・
組
織
的

な
資
源
の
確
保
が
必
要
。

　
　
地
域
学
校
協
働
本
部
の

立
ち
上
げ
は
い
つ
頃
か
。

　
　
６
年
度
に
準
備
。
７
年

度
か
ら
立
ち
上
げ
る
計
画
。

　
　
区
長
会
か
ら
、
３
人
ほ

ど
選
ん
だ
よ
う
だ
が
、
活
動

内
容
は
。

　
　
連
絡
会
の
開
催
を
計
画

し
て
い
る
中
で
協
議
し
て
い

く
。

　
　
町
等
か
ら
区
長
へ
の
依

頼
業
務
一
覧
表
に
は
教
育
委

問答問答問答問

員
会
か
ら
は
何
も
書
い
て
な

い
。
教
育
委
員
会
は
特
に
説

明
す
べ
き
だ
と
思
う
が
い
か

が
か
。

　
　
書
類
が
で
き
た
後
に
進

め
よ
う
と
し
た
た
め
。

　
　
「
熟
議
」
と
は
。

　
　
子
ど
も
に
関
す
る
語
り

合
い
と
記
載
。
地
域
の
皆
さ

ま
と
子
ど
も
に
つ
い
て
協
議

す
る
場
。

　
　
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ 

ー
に
支
払
う
金
額
は
。

　
　
前
月
分
の
活
動
実
績
に

よ
り
支
払
う
。

　
　
各
地
区
の
方
や
そ
の
他

の
方
た
ち
へ
の
対
価
は
。

　
　
各
地
区
や
そ
の
他
で
協

力
し
て
い
た
だ
い
た
方
は
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
。

答問答問答問答

中学校給食を
　　　どのように取組むか

地域コーディネーターへ
　　　　　　　　支払いは

もう一度論議すべき

前月分の活動実績で

中学校給食はどうなるのか？

鈴木 たまよ

竹内 恵美子
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「
場
当
た
り
」
の
意
味

は
「
何
も
考
え
な
い
、
戦
略

も
何
も
な
く
行
う
こ
と
」
を

示
す
言
葉
で
、
町
長
は
、
い

ろ
い
ろ
考
え
た
上
で
臨
機
応

変
に
行
っ
て
い
る
の
で
「
場

当
た
り
的
」
で
は
な
い
と
い

う
が
、
新
庁
舎
整
備
事
業
と

大
磯
町
立
大
磯
幼
稚
園
認
定

こ
ど
も
園
移
行
事
業
の
２
事

業
に
つ
い
て
、
町
長
就
任
か

ら
現
在
ま
で
の
経
過
や
現
状

を
見
る
と
、
町
長
が
い
ろ
い

ろ
考
え
た
上
で
計
画
性
を

も
っ
て
戦
略
的
に
進
め
て
き

た
と
は
思
え
な
い
。

　
　
　
臨
機
応
変
に
行
っ
て

い
る
。

　
　
町
長
は
令
和
５
年
を
人

口
減
少
対
策
元
年
と
し
、
令

問町
長

問

和
12
年
に
約
３
万
人
の
人
口

を
維
持
す
る
こ
と
を
目
標
に

掲
げ
て
い
る
。
「
大
磯
町
第

２
期
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
に
お
け

る
令
和
６
年
の
推
計
人
口
は

３
万
６
３
７
人
。
令
和
６
年

８
月
１
日
現
在
の
人
口
が
３

万
８
７
２
人
。
２
３
５
人
上

回
っ
て
い
る
の
で
、
人
口
減

少
に
歯
止
め
が
か
か
っ
て
き

て
い
る
も
の
と
認
識
し
て
い

る
」
と
答
え
て
い
る
が
。

　
　
人
口
減
少
は
多
く
の
地

方
公
共
団
体
が
直
面
し
て
い

る
課
題
。
特
効
薬
的
な
も
の

が
あ
る
よ
う
な
も
の
で
は
な

い
と
思
う
。
池
田
町
長
の
下

で
取
り
組
む
子
育
て
施
策
等

を
継
続
し
て
取
り
組
む
こ
と

が
歯
止
め
を
か
け
る
近
道
。

答

　
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク 

ー
ル（
Ｃ
Ｓ
）と
地
域
学
校
協

働
活
動
の
一
体
的
推
進
と
は
。

　
　
　
Ｃ
Ｓ
と
地
域
学
校
協

働
活
動
が
車
の
両
輪
と
し
て

連
携
す
る
こ
と
で
、
学
校
・

家
庭
・
地
域
の
つ
な
が
り
を

深
め
、
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ

な
地
域
社
会
に
し
て
い
こ
う

と
い
う
狙
い
が
あ
る
。

　
　
地
域
学
校
協
働
活
動
の

導
入
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　
　
　
　
本
年
度
か
ら
生
涯

学
習
課
に
て
連
絡
会
を
開
催
、

区
長
会
ほ
か
各
種
団
体
と
話

合
う
機
会
を
持
ち
、
今
後
の

進
め
方
に
つ
い
て
意
見
を
い

た
だ
き
な
が
ら
地
域
学
校
協

働
本
部
を
立
ち
上
げ
る
計
画
。

　
　

Ｃ
Ｓ
と
地
域
学
校
協
働

問町
長

問教
育
長

問

活
動
の
一
体
的
推
進
に
お
け

る
教
育
委
員
会
の
役
割
と
は
。

　
　
　
　
学
校
・
家
庭
・
地

域
の
３
者
が
顔
の
見
え
る
関

係
の
中
で
相
互
の
つ
な
が
り

が
生
ま
れ
る
よ
う
潤
滑
油
の

役
割
を
果
た
し
た
い
。

　
　
７
月
末
の
「
子
ど
も
に

つ
い
て
の
語
り
合
い
」
は
。

　
　
幅
広
い
層
の
参
加
と
率

直
な
意
見
を
い
た
だ
い
た
。

こ
れ
ら
を
ま
と
め
て
区
長
会

等
で
報
告
す
る
他
、
学
校
運

営
協
議
会
で
も
周
知
、
２
回

目
の
開
催
に
つ
な
げ
た
い
。

　
　
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ 

ー
の
増
員
は
。

　
　
今
後
負
担
増
が
予
想
さ

れ
、
複
数
配
置
が
望
ま
し
い
。

増
員
に
向
け
調
整
し
た
い
。

教
育
長

問答問答

場当たり的な
　　　町政運営ではないか

ＣＳ×地域学校協働活動の
　　　　　　　　　　推進は

臨機応変に行っている

ゆたかな地域社会へ

認定こども園化が遅れる大磯幼稚園

地域の宝をみんなで育てよう

玉虫 志保実

亀倉 弘美
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被
害
児
童
、
保
護
者
の

訴
え
で
当
時
の
校
長
に
「
現

職
町
議
の
息
子
だ
か
ら
対
応

し
な
い
の
か
」
と
相
談
し
た

際
、「
あ
そ
こ
の
家
庭
に
は

言
い
難
い
」
と
い
う
発
言
。

ま
た
、
担
当
部
長
の
保
護
者

に
対
す
る
「
モ
ン
ス
タ
ー
ペ

ア
レ
ン
ト
」
等
の
発
言
に
つ

い
て
、
学
校
現
場
及
び
教
育

委
員
会
の
管
理
職
の
対
応
は
。

　
　
　
当
時
の
学
校
、
教
育

委
員
会
は
状
況
を
改
善
す
べ

く
、
で
き
る
限
り
の
対
応
は

取
っ
て
い
た
と
思
う
。
児
童
、

保
護
者
に
寄
り
添
っ
た
対
応

が
で
き
て
い
な
か
っ
た
と
す

れ
ば
、
そ
こ
は
反
省
し
改
善

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

問町
長

　
　
い
じ
め
問
題
に
議
員
や

有
力
者
が
関
わ
っ
て
い
た
と

さ
れ
る
場
合
の
対
応
は
。

　
　
　
議
員
、
有
力
者
と
い�

っ
た
立
場
は
関
係
な
く
、
関

係
者
は
真
摯
に
い
じ
め
問
題

に
向
き
合
い
、
解
決
に
向
け

て
協
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　
　
い
じ
め
重
大
事
態
へ
の

対
処
と
し
て
、
寝
屋
川
モ
デ

ル
と
同
様
の
対
応
を
適
用
し

た
場
合
の
効
果
は
。

　
　
　
人
間
関
係
再
構
築
の

教
育
的
ア
プ
ロ
ー
チ
と
、
人

権
問
題
と
し
て
の
行
政
的
ア

プ
ロ
ー
チ
を
確
立
さ
せ
、
い

じ
め
の
早
期
解
決
と
抑
制
が

図
ら
れ
、
大
磯
町
で
も
同
様

の
効
果
が
期
待
で
き
る
。

問町
長

問町
長

　
　
高
台
移
転
と
し
た
こ
と

に
よ
る
財
源
の
影
響
は
。

　
　
基
本
計
画
事
業
費
（
物

価
上
昇
等
も
考
慮
）
と
比
べ

る
と
約
24
億
５
千
万
円
の
町

負
担
削
減
と
な
る
。

　
　
基
本
方
針
へ
の
影
響
は
。

　
　
基
本
方
針
は
変
更
な
し
。

　
　
当
時
の
中
﨑
町
長
宛
に

検
討
委
員
会
が
「
国
の
助
成

制
度
を
活
用
」
す
る
よ
う
答

申
し
た
の
に
全
て
自
主
財
源

で
計
画
を
決
め
た
理
由
は
。

　
　
当
時
は
、
高
台
移
転
の

考
え
方
を
見
出
せ
て
い
な
い
。

　
　
今
回
は
１
０
０
年
に
一

度
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
町

民
意
見
が
反
映
さ
れ
る
最
後

の
チ
ャ
ン
ス
。
町
民
へ
の
説

明
は
果
た
せ
た
か
。

問答問答問答問

　
　
あ
る
程
度
や
ら
せ
て
い

た
だ
い
て
い
る
。

　
　
基
本
方
針
の
中
で
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
・
ス
ー
パ
ー
エ
コ

庁
舎
を
目
指
す
と
あ
る
が
ど

こ
を
目
指
す
の
か
。
最
低
基

準
で
は
な
く
町
民
が
誇
れ
る

も
の
を
造
っ
て
い
た
だ
き
た

い
。

　
　
最
低
の
Ｚ
Ｅ
Ｂ
は
確
保

し
て
い
き
た
い
。

　
　
自
治
基
本
条
例
に
照
ら

し
会
議
は
公
開
さ
れ
る
か
。

　
　
事
業
者
の
プ
レ
ゼ
ン
は

公
開
。
選
定
委
員
の
審
議
は

非
公
開
。
結
果
概
要
は
公
表

す
る
と
い
う
形
。

　
　
ま
ち
づ
く
り
条
例
の
基

準
は
当
然
遵
守
す
る
か
。

　
　
守
る
基
準
を
確
認
す
る
。

答問答問答問答

重大事態対処へ
　　　　　寝屋川モデルは

新庁舎整備
　　　基本方針への影響は

効果が期待できる

基本方針は変更しない

基本方針６項目

髙橋 英俊

庄子 幸太

大磯町立小学校
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被
害
児
童
が
小
学
生
の

時
「
昼
食
の
と
き
に
何
か
さ

れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
校
長
室

で
食
べ
れ
ば
」
と
先
生
か
ら

言
わ
れ
た
と
の
こ
と
。
何
で

被
害
児
童
が
教
室
を
出
な
け

れ
ば
い
け
な
い
の
か
。

　
　
　
　
ク
ラ
ス
か
ら
出
す

と
い
う
の
は
一
番
や
っ
て
は

な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　
　
加
害
児
童
は
校
長
室
で

食
べ
る
様
言
わ
れ
な
く
て
、

被
害
児
童
が
校
長
室
で
食
べ

れ
ば
と
言
わ
れ
る
。
そ
れ
っ

て
理
屈
に
合
わ
な
い
。
ま
た

被
害
児
童
が
５
年
生
に
進
級

す
る
時
、
校
長
が
安
定
す
る

ク
ラ
ス
を
息
子
さ
ん
に
提
供

で
き
る
よ
う
ク
ラ
ス
編
成
を

し
た
と
保
護
者
に
伝
え
た
。

問教
育
長

問

で
も
第
三
者
委
員
会
で
は
被

害
児
童
の
い
じ
め
問
題
に
つ

い
て
は
記
憶
に
な
い
と
の
発

言
と
保
護
者
か
ら
聞
い
て
い

る
。
規
則
に
書
い
て
あ
る
で

は
な
く
、
真
剣
に
取
り
組
む

こ
と
と
思
う
が
。

　
　
　
　
そ
の
通
り
だ
と
思

う
。
約
１
５
０
人
の
教
職
員

が
自
覚
を
持
っ
て
、
一
つ
一

つ
の
出
来
事
に
逃
げ
ず
に
ぶ

れ
ず
に
、
取
り
組
ん
で
い
る

の
で
未
来
は
明
る
い
と
思
う
。

　
　
障
害
福
祉
施
設
す
ば
る

は
、
横
溝
千
鶴
子
氏
の
遺
志

を
尊
重
し
て
い
る
か
。

　
　
　
障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー

す
ば
る
を
有
効
活
用
し
て
い

く
こ
と
で
障
害
福
祉
団
体
の

育
成
を
図
る
。

教
育
長

問町
長

　
　
新
し
い
戦
前
で
は
な
く
、

永
遠
の
戦
後
の
構
築
を
ど
う

進
め
る
か
。

　
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
に

子
ど
も
た
ち
を
派
遣
し
た
こ

と
も
あ
っ
た
し
、
被
爆
者
の

講
話
を
小
学
生
が
聞
く
機
会

も
あ
る
。
町
で
は
展
示
で
平

和
の
尊
さ
を
訴
え
、
様
々
な

団
体
が
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
平
和
都
市
宣
言
も
生
か
し
、

町
を
挙
げ
て
平
和
を
希
求
す

る
機
会
を
増
や
さ
な
い
か
。

　
　
　
後
世
に
戦
争
の
悲
惨

さ
、
核
兵
器
の
恐
ろ
し
さ
、

平
和
の
尊
さ
を
伝
え
続
け
る

の
は
何
よ
り
も
重
要
で
あ
る
。

　
平
和
講
和
を
さ
れ
て
い
た

被
爆
体
験
者
の
活
動
や
資
料

等
を
後
世
に
引
き
継
ぎ
、
今

問町
長

後
の
平
和
推
進
活
動
に
活
用

す
る
た
め
の
映
像
記
録
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

　
　
タ
モ
リ
さ
ん
が
言
っ
た

「
新
し
い
戦
前
」
に
、
は
っ

と
し
た
国
民
も
多
い
。
数
々

の
法
律
も
で
き
て
い
る
。
国

民
を
守
る
憲
法
が
改
正
の
方

向
に
雪
崩
を
打
っ
て
、
国
民

投
票
に
な
ら
な
い
か
心
配
だ
。

　
様
々
な
活
動
を
点
か
ら
線

や
面
に
す
る
具
体
的
な
取
組

み
に
つ
い
て
、
町
長
の
意
気

込
み
は
。

　
　
　
戦
争
は
人
の
心
が
起

こ
す
と
言
わ
れ
る
。
戦
争
は

絶
対
だ
め
だ
と
い
う
心
を
い

か
に
広
げ
て
い
く
か
は
一
番

大
事
。
ま
ず
大
磯
か
ら
発
信

で
き
る
よ
う
に
取
り
組
む
。

問町
長

いじめには
　　　真剣に取り組むべき

新しい戦前でなく
　　　　　　永遠の戦後を

そのとおりだと思う

平和の尊さは重要

平和宣言都市の碑（役場前）

石川 則男

鈴木 京子

大磯町立小学校
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こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

に
よ
る
組
織
体
制
一
新
の
支

援
体
制
は
拡
充
で
き
た
の
か
。

　
　
　
令
和
６
年
４
月
に
全

て
の
妊
産
婦
、
子
育
て
世
帯
、

子
ど
も
た
ち
へ
一
体
的
に
相

談
支
援
を
行
う
機
関
と
し
て

設
置
。
母
子
保
健
分
野
は
ス

ポ
ー
ツ
健
康
課
、
児
童
福
祉

分
野
は
子
育
て
支
援
課
と
分

か
れ
て
い
た
が
、
子
育
て
支

援
課
に
母
子
保
健
の
相
談
窓

口
と
な
る
こ
ど
も
家
庭
係
を

新
設
。
児
童
福
祉
の
相
談
窓

口
で
あ
る
子
育
て
支
援
総
合

セ
ン
タ
ー
め
ば
え
が
連
携
す

る
形
で
保
健
師
を
は
じ
め
多

く
の
専
門
職
員
を
配
置
。
そ

の
中
で
妊
娠
・
出
産
、
育
児
、

児
童
虐
待
な
ど
、
妊
娠
期
か

問町
長

ら
子
育
て
期
に
わ
た
り
切
れ

目
の
な
い
支
援
の
充
実
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

さ
ら
に
児
童
虐
待
の
疑
い
の

あ
る
ケ
ー
ス
や
家
庭
で
の
養

育
に
不
安
が
あ
る
ケ
ー
ス
は
、

平
塚
児
童
相
談
所
や
学
校
等

の
関
係
機
関
と
連
携
し
母
子

保
健
と
児
童
福
祉
双
方
の
視

点
か
ら
切
れ
目
な
い
支
援
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

　
　
一
体
的
に
相
談
支
援
を

行
う
こ
と
の
課
題
は
。

　
　
　
本
庁
舎
に
あ
る
こ
ど

も
家
庭
係
と
国
府
地
区
に
あ

る
子
育
て
支
援
総
合
セ
ン
タ�

ー
め
ば
え
と
は
距
離
的
に
離

れ
た
場
所
に
相
談
窓
口
が
設

置
さ
れ
て
い
る
た
め
、
職
員

同
士
の
情
報
共
有
が
大
切
。

問町
長

こども家庭センターの
　　　　　　　支援体制は

職員同士の共有が大切

こども家庭センター

二宮 加寿子

みなさんの陳情はこうなりました。
番
号 件　名 提出者 要　旨 付託

委員会 委員会の意見・結果

第
４
号

母（王
オウ

乖
カイ

彦
ゲン

）が中国で不
法に逮捕されている件に
関する要望

張
チョウ

　一
イチ

文
ブン

１．�不当な扱いを受けている母を一刻
も早く救出すべく両国大使館及び
外務省に働きかけること。

２．�国に「王乖彦さんの早期救出を求
める意見書」を提出すること。

― 机上配布

第
５
号

現行の健康保険証とマイ
ナ保険証の両立を求める
意見書提出の陳情

神奈川土建一般労働組合
平塚支部
執行委員長　斎藤　弘
湘央建設組合
組合長　太田　健市

国に対し、本年12月２日実施予定の健
康保険証廃止を中止し、現行の健康保
険証とマイナ保険証の両立を求める意
見書を提出すること。

― 机上配布

第
６
号

現行の健康保険証とマイ
ナ保険証の両立を求める
意見書提出の陳情

ユーコープ労働組合
積　哲也

国に対し、本年12月２日実施予定の健
康保険証廃止を中止し、現行の健康保
険証とマイナ保険証の両立を求める意
見書を提出すること。

― 机上配布

第
７
号

令和７年度における「障
害者の医療費助成制度」
についての陳情

特定非営利活動法人
神奈川県腎友会
会長　府録　譲治

令和７年度予算策定に際し、「障害者
の医療費助成制度」について、全ての
重度障害者が安心して医療を受けられ
るようにすること。

― 机上配布

第
８
号

令和７年度における「透
析患者の通院への助成」
についての陳情

特定非営利活動法人
神奈川県腎友会
会長　府録　譲治

令和７年度予算策定に際し、透析患者
の通院に係る費用に助成が受けられる
ようにすること。

― 机上配布

第
９
号

現行の健康保険証とマイ
ナ保険証の両立を求める
意見書を国に提出するこ
とを求める陳情

神奈川県保険医協会
理事長　田辺　由紀夫

国に対し、本年12月２日実施予定の健
康保険証廃止を中止し、現行の健康保
険証とマイナ保険証の両立を求める意
見書を提出すること。

― 机上配布

※机上配布：議会運営委員会での協議の結果、審査除外と決定し、所管の常任委員会へ付託しないとしたもの。
どなたでも請願書（議員の紹介が必要）や陳情書を議会に提出することができます。詳しくは議会事務局にお問合せください。



第220号　2024/10
23 おおいそ議会だより

決
算
審
査

議
案
審
議
・
陳
情

補
正
予
算

賛
否
結
果

一
般
質
問

議
会
報
告
会

第２回 議会報告会のお知らせ
日時・場所： １回目　11月10日（日）18時～20時　保健センター２階研修室
	 　　　　＊オンライン（Zoom）同時開催
 ２回目　11月12日（火）18時～20時　国府支所２階会議室
	 　　　　＊会場のみでオンライン開催は有りません

第１部　令和５年度決算報告と質疑応答
第２部　テーマ別グループトーク
・Ａグループ：伝わっていますか？議会のこと
・Ｂグループ：聞かせてください、防災のこと
・Ｃグループ：あなたにとって、「大磯町」とは？

①　会場参加はお申込み不要です。当日、直接会場へお越しください。
②　オンライン参加（11月10日（日））は、Ｅメールで11月６日（水）までに
　　お申込みください。
　　※事前にZoomが利用できる環境のご準備をお願いします。

■問合せ・申込み先 〈議会事務局〉
T E L	 0463－61－4100（内線292）
Eメール	 giji@town.oiso.kanagawa.jp

Zoomのお申込みは方法
こちら⇒

おやこスペースおやこスペース
あります！あります！

　	（※託児はなし）　	（※託児はなし）



第220号　2024/10
24おおいそ議会だより

【
編
集
後
記
】

６
月

　
27
日　
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

７
月

　
５
日　
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　
９
日　
視
察
受
け
入
れ
（
長
崎
県
雲
仙
市
議
会
）

　
11
日　
第
二
次
新
庁
舎
整
備
事
業
特
別
委
員
会

　
16
日　
視
察
受
け
入
れ
（
長
野
県
大
町
市
議
会
）

　
17
日　
議
会
運
営
委
員
会
／
議
員
全
員
協
議
会

　
26
日　
総
務
建
設
常
任
委
員
会
協
議
会

８
月

　
８
日　
総
務
建
設
常
任
委
員
会
協
議
会
／

　
　
　
　
福
祉
文
教
常
任
委
員
会
協
議
会

　
16
日　
議
会
運
営
委
員
会
／
議
員
全
員
協
議
会
／

　
　
　
　
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　
19
日　
第
二
次
新
庁
舎
整
備
事
業
特
別
委
員
会

　
23
日　
議
会
運
営
委
員
会

　
30
日　
９
月
定
例
会
（
台
風
10
号
の
大
雨
に
よ
り
延
会
）／

　
　
　
　
議
会
運
営
委
員
会

９
月

　
３
日　
９
月
定
例
会
（
議
案
審
議
等
）

　
４
日　
議
会
運
営
委
員
会
／
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　
６
日　
９
月
定
例
会（
総
括
質
疑
）／
議
員
全
員
協
議
会
／

　
　
　
　
決
算
特
別
委
員
会
／
議
会
運
営
委
員
会

　
９
日　
９
月
定
例
会
（
一
般
質
問
）

　
10
日　
９
月
定
例
会
（
一
般
質
問
）

　
12
日　
決
算
特
別
委
員
会

　
13
日　
決
算
特
別
委
員
会

　
17
日　
決
算
特
別
委
員
会

　
18
日　
決
算
特
別
委
員
会

　
27
日　
議
員
全
員
協
議
会
／
議
会
運
営
委
員
会

　
30
日　
９
月
定
例
会
（
委
員
長
報
告
等
）

議
会
の
う
ご
き

表
紙
の
写
真

　9月30日決算特別委員会での審査報告を
する清田委員長

11月28日(木)　議案上程等　
12月５日(木)　一般質問　
　　６日(金)　一般質問　　　　
　　12日(木)　委員長報告等　　

湘南ケーブルテレビ
地上デジタルSCN101
チャンネルにて放映
生放送　９時～
再放送　19時～

12月定例会

議会スナップ

議
会

だ
よ

り
発

行
／

大
磯

町
議

会
　

編
集

／
議

会
だ

よ
り

編
集

委
員

会
　

〒
255-8555　

神
奈

川
県

中
郡

大
磯

町
東

小
磯

1
8

3
　

TE
L  0

4
6

3
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1
-4

1
0

0
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内
線

2
8

1
）

　
F
A

X
  0

4
6

3
-6

1
-1

9
9

1
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
ア

ド
レ

ス
　

h
ttp
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w

w
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w
n
.o
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ag
aw
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メ
ー

ル
ア

ド
レ

ス
　

g
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to
w

n
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iso
.kan

ag
aw
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第

2
2
0
号

【
発
行
責
任
者
】

議　
　
長　
　
吉
川　
重
雄

【
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
】

委
員
長　
　
庄
子　
幸
太

副
委
員
長　
　
亀
倉　
弘
美

委　
　
員　
　
橋
本　
秀
彦�

石
川　
則
男

毛
利　
泰
輔

お
か
み
ゆ
き

【
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
】

副
議
長　
　
二
宮
加
寿
子

嵐
の
あ
と
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
富
士

　
８
月
29
日
か
ら
９
月
３
日

に
か
け
て
、
台
風
10
号
に
よ

る
大
雨
警
報
・
土
砂
災
害
警

戒
警
報
が
発
令
さ
れ
、
各
町

内
も
避
難
所
を
開
設
し
避
難

さ
れ
た
方
も
お
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
各
地
で
土
砂
崩
れ
・
川

の
氾
濫
が
発
生
し
、
通
行
止

め
な
ど
被
害
が
出
ま
し
た
。

被
災
さ
れ
た
方
に
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　
嵐
の
後
、
年
に
２
回
の
ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
富
士
が
見
ら
れ

る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
９
月
２

日
か
ら
５
日
ま
で
、
大
磯
海

岸
・
城
山
公
園
・
大
磯
ロ
ン

グ
ビ
ー
チ
と
追
っ
か
け
ま
し

た
。
な
ん
と
か
５
日
に
西
久

保
の
展
望
台
付
近
で
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
富
士
を
撮
影
で
き
ま

し
た
。
早
期
の
復
旧
を
願
い
、

富
士
山
に
合
掌
！

　
本
年
９
月
議
会
は
台
風
10

号
の
影
響
で
、
初
日
が
延
会

で
始
ま
り
、
令
和
５
年
度
の

決
算
・
災
害
復
旧
の
補
正
予

算
含
む
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
の
大
雨
は
累
積
４
３
８

㎜
の
雨
量
で
各
地
に
被
害
が

発
生
し
ま
し
た
が
、
人
身
の

被
害
が
無
か
っ
た
の
は
不
幸

中
の
幸
い
で
し
た
。
こ
の
よ

う
な
中
、
タ
イ
ム
リ
ー
に
災

害
復
旧
の
補
正
予
算
を
審

議
・
可
決
で
き
ま
し
た
。

　
11
月
10
日
・
12
日
に
は
議

会
報
告
会
を
開
催
。
こ
れ
か

ら
も
皆
さ
ま
の
ご
意
見
等
を

お
聞
き
し
、
議
会
だ
よ
り
を

発
行
し
て
ま
い
り
ま
す
。

応募期間：令和６年12月24日（火）まで受付
※�応募上の注意や応募方法は、大磯町議会ホー
ムページでご確認ください。

問い合わせ：大磯町議会事務局

議会だより第221号の
表紙を飾りませんか

あなたのお気に入りの１枚で議会だより
の表紙を飾りませんか。


